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わ
れ
わ
れ
刀
剣
商
・
古
物
市
場
主

は
常
に
、
盗
難
品
が
持
ち
込
ま
れ
る

と
い
う
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
万
が
一
に
も
盗
難
品
に
関
す
る

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
懲
役
や
罰
金

刑
、
営
業
停
止
や
営
業
許
可
の
取
消

な
ど
の
刑
罰
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
の
れ
ん
に
傷
が
つ
き
、
営
業
に

も
多
大
な
影
響
を
被
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
記
事
も
参
考
に

し
て
、
今
一
度
盗
難
品
に
関
す
る
古

物
営
業
法
の
要
諦
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

一
、
警
察
へ
の
協
力
義
務

　
刀
剣
商
・
古
物
市
場
主
は
、
警
察

に
よ
る
「
品
触
れ
」「
差
止
め
」
に

応
じ
て
盗
品
な
ど
の
発
見
に
協
力

し
、
警
察
職
員
に
よ
る
「
立
入
り
調

査
」
に
協
力
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
品
触
れ
＝
警
察
本
部
長
等
は
、
盗

品
な
ど
の
発
見
の
た
め
に
必
要
と
認

め
る
時
は
こ
れ
に
該
当
す
る
古
物
の

届
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
品
触
れ
」
と
言
い
、
通
知

さ
れ
た
書
面
の
こ
と
を
「
品
触
書
」

と
言
い
ま
す
。

　
品
触
書
を
受
け
取
っ
た
時
は
、
そ

の
品
触
書
に
受
け
取
っ
た
日
付
を
記

載
し
、
そ
の
日
か
ら
六
カ
月
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

品
触
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
被
害
品

が
持
ち
込
ま
れ
た
り
所
持
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
直
ち
に

警
察
に
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
古
物
営
業
法
第
十
九
条
（
品
触
れ
）

［
品
触
書
保
存
等
義
務
違
反
］
懲
役

六
月
以
下
又
は
罰
金
三
十
万
円
以
下

／
営
業
停
止

［
品
触
れ
相
当
品
届
出
義
務
違
反
］

懲
役
六
月
以
下
又
は
罰
金
三
十
万
円

以
下
／
営
業
停
止

■
差
止
め
（
保
管
命
令
）
＝
警
察
本

部
長
等
は
、
古
物
商
・
古
物
市
場
主

に
対
し
盗
品
等
の
疑
い
が
あ
る
古
物

に
つ
い
て
は
、
三
十
日
以
内
の
期
間

を
定
め
て
、
そ
の
古
物
の
保
管
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

「
差
止
め
」
と
言
い
ま
す
。
差
止
め

を
受
け
た
古
物
は
販
売
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
委
託
を
受
け
た
古
物
で

あ
っ
た
場
合
に
は
持
ち
主
に
返
す
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
古
物
営
業
法
第
二
十
一
条
（
差
止

め
）［
差
止
め
物
品
保
管
義
務
違
反
］ 

懲
役
六
月
以
下
又
は
罰
金
三
十
万
円

以
下
／
営
業
停
止

■
立
入
り
調
査
＝
警
察
職
員
は
必
要

が
あ
る
と
認
め
た
時
は
、
営
業
時
間

中
に
古
物
商
の
店
舗
、
古
物
の
保
管

場
所
、
古
物
市
場
等
に
立
ち
入
り
、

古
物
お
よ
び
帳
簿
な
ど
を
検
査
し
関

係
者
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
警
察
本
部
長
等
は
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
時
は
、
古
物
商

等
か
ら
盗
品
等
に
関
し
報
告
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
古
物
営
業
法
第
二
十
二
条
（
立
入

り
及
び
調
査
）［
立
入
り
等
の
拒
否

等
］ 

罰
金
十
万
円
以
下
／
営
業
停
止

二
、
不
正
品
の
申
告

　
古
物
営
業
法
で
は
、
盗
品
の
流
通

を
防
止
す
る
た
め
の
三
大
義
務
の
一

つ
と
し
て
、
古
物
に
不
正
品
の
疑
い

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
は
、
直
ち
に

警
察
官
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
正
品
の
疑
い

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
は
、
買
取
や

販
売
を
取
り
や
め
、
で
き
る
だ
け
早

く
通
報
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
保
管
等

を
す
る
と
、
不
正
品
申
告
義
務
に
違

反
し
ま
す
。

■
申
告
の
方
法
＝
不
正
品
の
疑
い
が

あ
る
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
あ
ら
か
じ
め

合
図
な
ど
を
決
め
て
お
き
、
相
手
に

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
電
話
な
ど
で
通

報
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

買
取
後
に
不
正
品
の
疑
い
を
持
っ
た

場
合
で
も
、
所

轄
警
察
に
申
告

を
行
い
、
そ
の

真
偽
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
古
物
営
業
法

第
十
五
条
第
三

項
（
確
認
等
及

び
申
告
）［
不

正
品
申
告
義
務

違
反
］
営
業
停

止三
、
盗
品
等
の

　返
還
義
務

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
–
七
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
六
–
六
六
三
一
–
二
二
一
○

Ｆ
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　○
六
–
六
六
四
四
–
五
四
六
四

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　○
四
九
四
–
二
三
–
三
○
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 町
田 

久
雄
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古
物
営
業
法
に
基
づ
く
盗
難
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

無償で持ち主に返った武鑑透象嵌大小鐔盗難被害を報じた本紙第11号

↓
次
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載

古物の入手元 無償・有償 期間

一般のお客さまから入手 無償 ２年間

競売、古物業者から入手 無償 １年間

競売、古物業者から入手 有償 １年から２年

　
古
物
商
が
入
手
し
た
古
物
が
盗
品

又
は
遺
失
品
だ
っ
た
場
合
、
被
害
者

等
か
ら
の
請
求
が
あ
っ
た
際
に
は
、

法
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
は
返
還
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
返
還
義
務
＝
入
手
し
た
古
物
が
盗

品
又
は
遺
失
品
だ
っ
た
場
合
、
被
害

者
等
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
際
に
は
、
左

表
の
通
り
の
返
還
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
民
法
第
百
九
十
三
条
・
百
九
十
四

条
（
盗
品
又
は
遺
失
物
の
回
復
：
特

例
事
項
）、
古
物
営
業
法
第
二
十
条

（
盗
品
及
び
遺
失
物
の
回
復
）

　
古
物
商
に
対
し
て
は
、
盗
品
や
遺

失
物
を
取
り
扱
わ
な
い
よ
う
に
細
心

の
注
意
を
払
う
責
任
が
あ
る
と
し

て
、
一
般
の
人
よ
り
重
い
責
任
が
負

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
普
段
か
ら
盗
難
等
の
情

報
に
注
目
し
、
買
取
時
の
相
手
に
は

あ
ら
た
め
て
配
慮
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

（
飯
田
慶
雄
）

新作鐔が盗難被害
　彫金作家で、（公財）日本美術刀剣保存協会・新作名刀展
無鑑査の玉岡俊行さんが盗難被害に遭った。盗まれたのは、
自身の作品10数点。４月14日、玉岡さんと家族が自宅を留
守にした午前９時半から12時ごろまでのわずかな間だっ
た。玉岡さんは故・佐々木恒治さんに師事し、肥後流の精
緻な透かしと象嵌の技術を究める第一人者だが、これらの
作品は近く個展を開く予定で集めていた。何らかの情報を
お持ちの方は、下記まで連絡をお願いします。

〈被害品〉
①武鑑透鐔　平成３年新作名刀展出品
②桐紋透鐔　平成４年新作名刀展出品
③武鑑透象嵌大小鐔　平成10～14年新作名刀展特賞　10点
④吉野竜田川透象嵌大小鐔　平成21年新作名刀展出品
⑤助真拵写（玉岡俊行作総金具）
⑥合口短刀拵（付郷田靖献作欄間透小柄）
⑦池田孝寿作縁頭　ほか

武鑑透象嵌大小鐔
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飯田高遠堂目白

代表取締役 飯 田 慶 雄
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

山田宏議員からは
激励の言葉が寄せられた

酒井会長（右）を前に答辞を述べる
最高賞の北川正忠刀匠

　公益財団法人日本美術刀剣保存協会（酒井忠久会長）は９月２８日、

２０２０年度「現代刀職展」表彰式を第一ホテル両国において開催した。

　最初に事務局から経過報告があり、酒井会長による主催者挨拶の後、

来臨された「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」事務局長・山

田宏参議院議員からは、同議連の活動にも触れながら、列席した刀職

者たちに熱い激励の言葉が寄せられた。

　引き続き入賞者に対する賞状及び副賞の授与、審査員による講評が行

われ、受賞者を代表して作刀の部・高松宮記念賞受賞の北川正忠刀匠

が答辞を述べた。無鑑査と入賞作品は、刀剣博物館で１０月１８日まで公

開展示された。 （作刀の部入賞者氏名は本紙前号に掲載）

日刀保の「現代刀職展」表彰式開かれる

第一ホテル両国での表彰式会場風景

例年とは異なる審査受付日にご注意
■新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、日本美術刀剣保存協会の審
査受付日が変更となっています。ご注意を！　今年の重要刀剣等審査受
付は11月です。

審査月 審査区分 対象 審査受付

11月
保存
特別保存

刀装
刀装具

2020年11月4日（水）～11月6日（金）

11月 第66回重要
刀剣
刀装
刀装具

11月16日（月）～11月18日（水）

12月
保存
特別保存

刀剣 12月1日（火）～12月3日（木）

2月
保存
特別保存

刀装
刀装具

2021年2月1日（月）～2月3日（水）

3月
保存
特別保存

刀剣 3月1日（月）～3月3日（水）

　刀剣博物館は3月2日から臨時休館していましたが、6月2日以後、

開館しています。館内ではマスク着用が必須で、37.5度以上の方は

入館できません。現在は「日本刀―オモテとウラの世界」が開催中で、

包永太刀（名物児手柏包永）などが見られます。コロナ対策にご注意

の上、入館しましょう。 （大平岳子）

　「表裏一体」―そのような言葉があるよ

うに、世の中の多くの事物には「オモテ」

と「ウラ」に関係する世界があります。

　日本刀やそれに付随した刀装・刀装具の

世界にもオモテとウラの関係性があり、太

刀と刀で表裏が定められているように、様

式の中でオモテとウラには掟とも言える規

範が確立されています。

　本展覧会ではオモテの世界のみならず、

今まで見落としがちであったウラ側にも着目して、形状や地鉄・刃

文など表裏の違いが顕著に表現されている作品を展示するともに、

作品製作における隠れた過程やウラの逸話、また日本刀史のウラの

部分を紹介する企画となっています。今までとは異なる視点から、

日本刀の奥深い世界をどうぞご鑑賞ください。

会期：10月24日㈯～12月24日㈭　月曜休館。ただし11月23日は開催

■刀剣博物館　 〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000

https://www.touken.or.jp/museum/

日本刀─オモテとウラの世界

賞
研磨の部

白鞘の部 刀装の部 柄前の部 白銀の部
鎬造の部 平造の部

木屋賞 松村壮太郎

竹屋賞 横山　智庸

千葉賞 秋田　勇喜

薫山賞 関山　和進

寒山賞 三浦　弘貴

会長賞

平井　隆守 久保謙太郎 伊藤　俊克

細村　正勝 飯山　隆司

諸富　　剛

優秀賞

神山　貴恵 平井　隆守 永洞　　修 秋山　　登 矢倉　聡一 三島　幹則

多田　芳徳 松尾　清健 千葉　俊和 平山　直弥 宮本　恒之

是澤　光昌 柏木　　良 橋下　幸律 武田　典明

各務　弦太 山下　千穂 出口　智之

賞
研磨の部

白鞘の部 刀装の部 柄前の部 白銀の部
鎬造の部 平造の部

優秀賞

柏木　　良 各務　弦太

川上陽一郎

長岡　靖昌

努力賞

小宮　光敏 佐藤　秀明 千葉　正義 山田　真也 上野　宏樹

相良　雄一 ヘンドリッキ・
リンデラウフ 河合　広明 久保謙太郎 野口　裕弘

玉置　城二 細越　敬喜 奥原勁士朗 中村　晋也

菊池　真修 松田那由太

松尾　清健

福森克一郎

柿沼　進一

沖島　大喜

2020年度　現代刀職展（研磨・白鞘・刀装・柄前・白銀の部）入賞者
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本
紙
第
54
号
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
東
京
美

術
倶
楽
部
（
以
下
「
倶
楽
部
」）
の
姿

勢
を
ご
案
内
し
た
。

　
夏
に
な
れ
ば
気
温
も
湿
度
も
上
が
る

か
ら
自
然
に
収
束
に
向
か
う
の
で
は
、

と
い
う
一
部
の
希
望
的
観
測
は
簡
単
に

崩
れ
、
半
年
が
た
っ
た
本
稿
執
筆
時
、

東
京
の
一
日
の
感
染
者
数
は
お
お
む
ね

一
〇
〇
～
二
五
〇
人
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
中
、
わ
れ
わ
れ
が
市
場
会

場
と
す
る
倶
楽
部
の
前
回
に
続
く
そ
の

後
の
対
策
を
お
伝
え
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
け
た
倶
楽
部

の
先
に
挙
げ
た
①
三
密
を
回
避
、
②
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
・
手
洗
い
・
う

が
い
励
行
、
③
来
場
時
の
検
温
、
参
加

者
リ
ス
ト
提
出
、
④
食
事
・
飲
酒
禁
止

を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
、
東
京
美
術
商

協
同
組
合
（
以
下
「
東
美
」）
は
主
催

行
事
の
再
開
を
新
た
な
施
策
で
挑
戦
し

た
。「
挑
戦
」
と
し
た
の
は
当
然
従
来

の
環
境
で
は
、
倶
楽
部
の
挙
げ
る
条
件

を
満
た
さ
な
い
た
め
、
新
た
な
基
準
で

運
営
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　
一
方
、
美
術
全
般
の
私
設
交
換
会
は

六
月
か
ら
人
数
制
限
を
し
て
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
大
会
も
開
催
可
能
と
な
り

市
場
は
動
き
出
し
た
。

　
東
美
は
四
月
恒
例
の
大
会
を
中
止
し

て
お
り
、
再
開
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た

が
、
参
加
者
が
お
よ
そ
四
〇
〇
名
に
な

る
大
会
は
密
で
あ
る
。
し
か
し
六
月
十

九
日
か
ら
「
ス
テ
ッ
プ
３
」
に
移
行
し

千
人
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
可
能
と

な
り
、
計
画
は
密
を
避
け
て
実
行
へ
向

か
う
。
そ
の
特
別
交
換
会
と
し
て
第
一

部
七
月
二
日
に
ネ
ッ
ト
入
札
会
、
第
二

部
七
月
十
六
日
に
パ
ド
ル
交
換
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
通
常
開
催
日
前
日
一
日
の
み
の

飾
り
付
け
と
下
見
期
間
を
、
四
～
五
日

設
け
て
参
加
者
を
分
散
し
た
。
前
者
は

パ
ソ
コ
ン
と
紙
入
札
、
後
者
は
座
席
を

離
し
た
会
場
や
館
内
数
か
所
に
モ
ニ

タ
ー
で
作
品
を
写
し
、
各
自
が
パ
ド
ル

を
挙
げ
て
発
声
は
競
り
手
の
み
と
し
、

密
と
飛
沫
感
染
を
防
い
で
い
る
。

　
当
然
、
戸
惑
い
も
あ
り
、
出
品
数
減

に
伴
い
総
額
も
通
常
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
高
く
売
れ
る
も
の
も
あ
り
改
善

点
も
わ
か
り
、
挑
戦
は
良
か
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　
対
外
催
事
で
は
、
お
茶
道
具
や
陶
磁

器
、
絵
画
を
数
多
く
並
べ
る
七
月
の
中

元
正
札
会
が
中
止
と
な
り
、
十
二
月
の

歳
末
正
札
会
は
ネ
ッ
ト
と
内
覧

を
併
用
し
た
陳
列
ス
ペ
ー
ス
貸

し
と
な
る
「
東
美
ア
ー
ト
モ
ー

ル
」
へ
と
変
更
予
定
で
あ
る
。

東
美
特
別
展
や
東
美
ア
ー
ト

フ
ェ
ア
も
そ
の
開
催
時
期
や
運

営
方
法
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
七
月
の
新
方
式
の
大
会
を
基

に
、
九
月
の
交
換
大
会
を
パ
ド

ル
方
式
で
開
催
し
た
。
私
設
交

換
会
の
大
会
が
続
く
中
、
参
加

者
も
戻
り
つ
つ
、
高
額
商
品
も

出
て
今
後
へ
の
下
地
を
固
め
た

感
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
一
月

に
は
下
見
期
間
や
参
加
人
員
、

出
品
数
に
制
限
を
設
け
な
が

ら
、
競
り
直
前
の
品
物
確
認
や
昼
食
可

能
な
大
会
が
予
定
さ
れ
、
挑
戦
と
進
化

は
続
く
。

　
東
美
の
知
恵
を
絞
っ
た
進
化
に
呼
応

す
る
よ
う
に
、
倶
楽
部
で
は
利
用
者
の

安
心
・
安
全
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進

め
て
い
る
。
入
り
口
の
ア
ル
コ
ー
ル
配

備
、
事
務
所
受
付
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

や
サ
ー
モ
装
置
、
非
接
触
体
温
計
無
償

貸
し
出
し
は
既
に
ご
存
じ
と
思
う
。

　
こ
れ
に
加
え
、
殺
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
の

不
活
性
化
能
力
を
保
持
し
た
「
紫
外
線

発
生
装
置
」、
Ｔ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
使

用
の
電
磁
波
「
空
気
清
浄
器
」
の
設
置
、

共
用
ス
イ
ッ
チ
・
ド
ア
ノ
ブ
へ
抗
菌
・

抗
ウ
ィ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
定
期

的
塗
布
、エ
レ
ベ
ー
タ
、ト
イ
レ
へ
「
ク

レ
ベ
リ
ン
」
配
置
な
ど
が
こ
の
秋
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
欧
米
に
比
べ
て
感
染
率
も
抑

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
応
え
、

今
後
も
各
自
の
適
切
な
行
動
が
望
ま
れ

て
い
る
。 

（
伊
波
賢
一
）

東
京
美
術
倶
楽
部
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

進
化
す
る「
新
し
い
日
常
」

東美パドル交換大会の様子

 

久
津
間 

俊
平
（
あ
さ
ひ
刀
剣
）

　
こ
の
度
組
合
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
久く

津つ

間ま

俊し
ゆ
ん

平ぺ
い

と
申
し
ま
す
。
推
薦

人
そ
し
て
加
入
を
承
認
し
て
く
だ
さ
っ

た
組
合
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
日
本
刀
と
の
出
会
い
は
約
五
年

前
、
刀
剣
愛
好
家
で
あ
っ
た
父
が
弊
店

を
開
業
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
手
伝
い

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
、
日
本
刀
と
の
接
点
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

日
本
刀
と
刀
装
具
に
惹
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
歴
史
・
地
理
・
科
学
・
国
語
・
美

術
等
々
あ
ら
ゆ
る
切
り
口
か
ら
湧
き
出

て
く
る
日
本
刀
の
魅
力
に
、
興
味
は
尽

き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
中
、
二
年
前
の
父
の
死
去
に
よ

り
私
が
代
表
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
に
至

り
ま
す
。
先
輩
方
や
お
客
さ
ま
の
ご
助

力
に
よ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
開
店
か
ら

現
在
ま
で
三
年
半
が
た
ち
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
切
り
口
か
ら
で
も
楽
し
め

て
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
知
識
が
つ
な

が
っ
て
さ
ら
に
楽
し
み
が
広
が
り
、
深

ま
る
。
こ
れ
は
刀
が
持
つ
魅
力
の
一
つ

だ
と
思
い
ま
す
。

　
実
用
品
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
無
駄

の
な
い
美
し
さ
、
後
世
に
残
す
こ
と
を

可
能
に
し
た
刀
職
の
方
々
の
途
方
も
な

い
技
術
、
温
故
知
新
と
な
る
写
し
の
伝

統
、
鑑
賞
法
を
洗
練
さ
せ
大
切
に
保
存

す
る
文
化
の
継
承
…
…
。
先
人
た
ち
の

途
方
も
な
い
努
力
の
末
に
残
さ
れ
た
文

化
財
を
、
実
際
に
手
に
取
り
な
が
ら
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
の

上
な
い
幸
せ
で
す
。

　
そ
ん
な
刀
の
魅
力
を
さ
ら
に
広
め
、

刀
剣
界
全
体
の
輪
が
今
以
上
に
大
き
く

深
く
広
が
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
一
端
を
担

え
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
い
た
し
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
若
輩
で
、

至
ら
ぬ
点
ば
か
り
か
と
存
じ
ま
す
が
、

先
輩
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
連
絡
先
＝
〒
３
３
０-

０
８
０
２ 

埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
二-

四

三-

一
　
☎
〇
四
八-

六
四
三-

八

二
一
〇

〈
一
言
〉
刀
剣
店
を
立
ち
上
げ
た
ば
か

り
で
の
先
代
急
逝
に
よ
り
、
思
い
も
よ

ら
ず
突
然
背
負
っ
た
開
業
店
舗
。
ご
本

人
の
不
安
と
苦
労
は
計
り
知
れ
な
か
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
持
ち

前
の
根
気
強
さ
で
日
に
日
に
成
長
す
る

若
手
の
刀
剣
商
で
す
。
全
身
押
形
取
り

の
修
練
を
積
ん
で
養
っ
た
刀
を
見
る
目

に
は
揺
る
ぎ
な
い
自
信
が
み
な
ぎ
っ
て

い
ま
す
。 

（
松
本
義
行
）

組
合
員
よ
り

新

　平成２５年４月１５日、現代を代表する鐔作
家・玉岡俊行氏の元から１４点の作品が盗ま
れるという事件が発生した。被害に遭った
のは自身が製作した武鑑透象嵌大小鐔７組
と九曜紋透鐔１点、木瓜形桔梗紋透鐔１
点、木瓜形桐紋透鐔１点、四方猪の目象嵌
大小鐔１組、ほかに所蔵していた拵２点、縁
頭１点の計１４点。発生当時は品触れとして
通知され、『刀剣美術』第６７６号に告知さ
れ、本紙第１１号にも掲示した（前ページ）。
　今回、これらの作品の一部が発見され、
玉岡氏の元に寄贈という形で返還された。
　本年７月、東京都内のＩ刀剣店に玉岡俊
行作の大小鐔６組を売却したい旨の問い合
わせが入った。日本美術刀剣保存協会の受
賞作ばかりだという。玉岡氏によれば「受

賞作の類は一切他人に譲っていない」との
ことで、盗難品の疑いが濃厚なため、直ち
に警視庁に連絡を入れた。
　すると、「当時、確かに被害届は出ている
が、作品の詳細までは確認できず、かつ７
年が過ぎて時効となっていることから、事
件としては取り扱えない。同じく無償返還
権も２年で消失しているので、返還義務も
起こり得ない。購入の是非は自己判断で」
との返答であった。
　購入に関して法的問題はないことが確認
されたので、Ｉ刀剣店ではこれらを買い取り、
念のため玉岡氏に資料を送った。その結果
は「確かに盗難被害に遭った私の作品であ
る」とのこと。同店では道義的に元の持ち
主に返還されるべきものであると判断し、
寄贈という形で返還することとした。
　今回返還された作品は、
①武鑑透象嵌大小鐔　平成１０年作

②武鑑透象嵌大小鐔　平成１１年作
③武鑑透象嵌大小鐔　平成１２年作
④武鑑透象嵌大小鐔　平成１３年作
⑤武鑑透象嵌大小鐔　平成１５年作
⑥四方猪の目象嵌大小鐔　平成２３年作
　なお玉岡氏に確認したところ、いまだに
発見されていない作品は、
①武鑑透象嵌大小鐔　平成１４年作
②武鑑透象嵌大小鐔　平成１７年作
③木瓜形桔梗紋透鐔
④木瓜形桐紋透鐔
⑤九曜紋透鐔（錆付け未完品）
⑥助真拵（玉岡俊行一作金具）
⑦短刀拵（玉岡俊行一作金具）
⑧縁頭　銘 応長常図補之 池田孝寿
　の計８点とのこと。今後、業者に買い取り
の依頼などが来る可能性もあり、各組合員
は注意の上、もし見かけた際は玉岡氏まで
連絡されたい。

盗難の鐔が 7年越しに返還

９月４日　銀座長州屋において『刀剣界』第
55号編集委員会を開催（再校）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事長・
清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理
事・生野理事・土子民夫氏

７日　笠間警察署・栗原主任巡査部長来所、査
定刀剣を預かる。服部副理事長・清水専務
理事立ち会い。ほかに送付刀剣の査定１件

14日　嶋田常務理事・綱取常務理事が事務所
において刀剣査定１件

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を
開催。参加47名、出来高5,500,000円

17日　東京美術倶楽部において第３回理事会
を開催。出席者、深海理事長・伊波副理事長・
土肥副理事長・服部副理事長・清水専務理
事・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田理事・
大平理事・猿田理事・生野理事・瀬下理事・
松本理事・冥賀理事・持田理事・大西監事

17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第
56号編集委員会を開催（企画）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事長・
清水専務理事・嶋田常務理事・綱取常務理
事・飯田理事・大平理事・生野理事・瀬下
理事・松本理事・冥賀理事・持田理事・土

子氏
28日　服部副理事長・清水専務理事が事務所

において刀剣買取３件
30日　伊波副理事長・大平理事が事務所にお

いて刀剣査定１件、買取１件
10月５日　服部副理事長・清水専務理事が事

務所において刀剣買取６件
６日　国立国会図書館より『刀剣界』納入の

依頼あり、第１～55号を寄贈
７日　全美連編集事務局より『全美連ニュー

スレター』第６号の原稿依頼あり、深海理
事長の原稿を送付

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を
開催。参加43名、出来高3,416,000円

17日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第
56号編集委員会を開催（初校）。出席者、
深海理事長・伊波副理事長・服部副理事長・
清水専務理事・綱取常務理事・飯田理事・
大平理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・
冥賀理事・土子氏

27日　銀座長州屋において『刀剣界』第56号
編集委員会を開催（再校）。出席者、深海
理事長・服部副理事長・清水専務理事・嶋
田常務理事・生野理事・持田理事・土子氏

組合こよみ（令和2年9～10月）

NEWS & TOPICS
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

山田宏議員からは
激励の言葉が寄せられた

酒井会長（右）を前に答辞を述べる
最高賞の北川正忠刀匠

　公益財団法人日本美術刀剣保存協会（酒井忠久会長）は９月２８日、

２０２０年度「現代刀職展」表彰式を第一ホテル両国において開催した。

　最初に事務局から経過報告があり、酒井会長による主催者挨拶の後、

来臨された「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」事務局長・山

田宏参議院議員からは、同議連の活動にも触れながら、列席した刀職

者たちに熱い激励の言葉が寄せられた。

　引き続き入賞者に対する賞状及び副賞の授与、審査員による講評が行

われ、受賞者を代表して作刀の部・高松宮記念賞受賞の北川正忠刀匠

が答辞を述べた。無鑑査と入賞作品は、刀剣博物館で１０月１８日まで公

開展示された。 （作刀の部入賞者氏名は本紙前号に掲載）

日刀保の「現代刀職展」表彰式開かれる

第一ホテル両国での表彰式会場風景

例年とは異なる審査受付日にご注意
■新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、日本美術刀剣保存協会の審
査受付日が変更となっています。ご注意を！　今年の重要刀剣等審査受
付は11月です。

審査月 審査区分 対象 審査受付

11月
保存
特別保存

刀装
刀装具

2020年11月4日（水）～11月6日（金）

11月 第66回重要
刀剣
刀装
刀装具

11月16日（月）～11月18日（水）

12月
保存
特別保存

刀剣 12月1日（火）～12月3日（木）

2月
保存
特別保存

刀装
刀装具

2021年2月1日（月）～2月3日（水）

3月
保存
特別保存

刀剣 3月1日（月）～3月3日（水）

　刀剣博物館は3月2日から臨時休館していましたが、6月2日以後、

開館しています。館内ではマスク着用が必須で、37.5度以上の方は

入館できません。現在は「日本刀―オモテとウラの世界」が開催中で、

包永太刀（名物児手柏包永）などが見られます。コロナ対策にご注意

の上、入館しましょう。 （大平岳子）

　「表裏一体」―そのような言葉があるよ

うに、世の中の多くの事物には「オモテ」

と「ウラ」に関係する世界があります。

　日本刀やそれに付随した刀装・刀装具の

世界にもオモテとウラの関係性があり、太

刀と刀で表裏が定められているように、様

式の中でオモテとウラには掟とも言える規

範が確立されています。

　本展覧会ではオモテの世界のみならず、

今まで見落としがちであったウラ側にも着目して、形状や地鉄・刃

文など表裏の違いが顕著に表現されている作品を展示するともに、

作品製作における隠れた過程やウラの逸話、また日本刀史のウラの

部分を紹介する企画となっています。今までとは異なる視点から、

日本刀の奥深い世界をどうぞご鑑賞ください。

会期：10月24日㈯～12月24日㈭　月曜休館。ただし11月23日は開催

■刀剣博物館　 〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000

https://www.touken.or.jp/museum/

日本刀─オモテとウラの世界

賞
研磨の部

白鞘の部 刀装の部 柄前の部 白銀の部
鎬造の部 平造の部

木屋賞 松村壮太郎

竹屋賞 横山　智庸

千葉賞 秋田　勇喜

薫山賞 関山　和進

寒山賞 三浦　弘貴

会長賞

平井　隆守 久保謙太郎 伊藤　俊克

細村　正勝 飯山　隆司

諸富　　剛

優秀賞

神山　貴恵 平井　隆守 永洞　　修 秋山　　登 矢倉　聡一 三島　幹則

多田　芳徳 松尾　清健 千葉　俊和 平山　直弥 宮本　恒之

是澤　光昌 柏木　　良 橋下　幸律 武田　典明

各務　弦太 山下　千穂 出口　智之

賞
研磨の部

白鞘の部 刀装の部 柄前の部 白銀の部
鎬造の部 平造の部

優秀賞

柏木　　良 各務　弦太

川上陽一郎

長岡　靖昌

努力賞

小宮　光敏 佐藤　秀明 千葉　正義 山田　真也 上野　宏樹

相良　雄一 ヘンドリッキ・
リンデラウフ 河合　広明 久保謙太郎 野口　裕弘

玉置　城二 細越　敬喜 奥原勁士朗 中村　晋也

菊池　真修 松田那由太

松尾　清健

福森克一郎

柿沼　進一

沖島　大喜

2020年度　現代刀職展（研磨・白鞘・刀装・柄前・白銀の部）入賞者
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足
利
義
昭
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。
ヒ
ー
ロ
ー

の
織
田
信
長
を
倒
す
べ
く
裏
で
暗
躍

し
、
や
が
て
没
落
す
る
暗
愚
で
ダ
メ
な

将
軍
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
戦
国

期
の
室
町
将
軍
が
弱
体
で
、
有
名
無
実

で
あ
っ
た
よ
う
に
つ
い
つ
い
思
い
込
ま

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
本
に
よ
れ
ば
、
そ
う

い
う
認
識
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
将

軍
た
ち
は
決
し
て
無
力
で
は
な
い
し
、

誰
か
の
傀か

い

儡ら
い

に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
豊
富
な
人
脈
と
優
れ
た
調

整
能
力
に
戦
国
大
名
も
一
目
置
き
、
頼

り
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

室
町
時
代
の
将
軍
に
は
莫
大
な
領
地
も

な
い
し
、
一
声
か
け
れ
ば
即
座
に
動
員

で
き
る
精
強
な
大
軍
勢
を
持
っ
て
い
た

わ
け
で
も
な
い
。
か
な
り
弱
い
存
在
で

あ
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
室
町
将
軍
が
、

群
雄
割
拠
の
戦
国
期
で
も
命
脈
を
保

ち
、
容
易
に
滅
び
な
か
っ
た
の
は
ど
う

し
て
な
の
か
。
実
は
難
問
で
あ
る
。

　
山
田
氏
は
足
利
義
輝
・
義
昭
の
生
涯

を
素
材
に
、随
所
に
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
」

「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」

と
疑
問
を
提
示
し
つ
つ
、わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
面
白
く
論
を
展
開
し
て
い
る
。
文

献
史
料
に
裏
打
ち
さ
れ
た
語
り
口
は
魅
力

的
で
あ
る
。

　
大
般
若
長
光
の
所
持
者
で
あ
っ
た
と
い

う
義
輝
や
そ
の
父
に
つ
い
て
の
記
述
も
面

白
い
が
、
筆
者
は
、
足
利
義
昭
に
つ
い
て

の
論
説
に
特
に
強
く
惹
か
れ
る
。
信
長
と

の
政
争
の
末
に
敗
れ
、
追
放
さ
れ
た
最
後

の
将
軍
足
利
義
昭
。
追
放
の
後
の
生
涯
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。
実
は
と
ん
で
も
な
く

大
胆
な
行
動
で
、
日
本
の
歴
史
を
大
き
く

変
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
信
長
、
西
国

の
雄
・
毛
利
氏
や
上
杉
謙
信
ら
、
戦
国
の

強
者
た
ち
は
、「
弱
者
」
足
利
義
昭
に
翻

弄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
事
実
は

小
説
よ
り
も
奇
な
り
」。
一
筋
縄
に
は
行

か
な
い
最
後
の
将
軍
の
実
像
が
浮
き
彫
り

と
さ
れ
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
。

　
一
読
後
、
筆
者
が
特
に
関
心
を
強
く

持
っ
た
の
は
、
義
昭
の
直
臣
た
ち
の
去
就

で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
没
落
し
た
主
君

の
元
を
去
っ
た
が
、
最
後
の
最
後
ま
で
去

ら
な
か
っ
た
家
臣
も
少
な
く
は
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
な
ぜ
（
わ
が
ま
ま
で
プ

ラ
イ
ド
ば
か
り
高
く
、
し
か
も
口
う

る
さ
か
っ
た
ら
し
い
）
義
昭
の
世
話

を
焼
い
た
の
か
。
筆
者
に
は
そ
の
理

由
が
薄
ら
ぼ
ん
や
り
と
わ
か
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

　
ほ
と
ん
ど
何
も
語
ら
な
い
山
田
氏

も
、
お
そ
ら
く
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
彼
が
そ
れ
を
書
か
な
い
の
は
史
料
的

な
裏
付
け
が
な
い
か
ら
、
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
筆
者
は
思
う
、
そ
こ
は
あ
え
て
踏
み

込
ん
だ
方
が
、
こ
の
本
は
も
っ
と
魅
力
的

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ

は
許
さ
れ
る
と
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
本
は

論
文
で
は
な
い
か
ら
。

　
山
田
氏
も
書
き
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
あ
る
い
は
原
稿
で
は
踏
み
込
ん
で

書
い
た
け
れ
ど
、
編
集
者
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
か
…
…
。
い
や
、
書
か
な
い
と
決
め
た

の
は
、
や
は
り
山
田
氏
自
身
だ
ろ
う
、
と

筆
者
は
思
う
。
そ
う
、
山
田
君
は
そ
う
い

う
人
な
の
だ
。
細
い
目
を
さ
ら
に
細
く
し

て
、
こ
う
言
う
に
違
い
な
い
、「
僕
は
歴

史
家
で
あ
っ
て
、
作
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
ー
」
と
。

　
本
書
は
難
解
な
史
料
を
読
ま
さ
れ
る
部

分
が
ほ
ぼ
な
く
、
専
門
外
の
人
に
も
読
み

や
す
く
書
か
れ
て
い
る
（
と
思
う
）。
ぜ

ひ
お
読
み
い
た
だ
き
、
戦
国
期
の
日
本
へ

の
時
間
旅
行
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
山
田
康
弘
（
や
ま
だ
・
や
す
ひ
ろ
）
一

九
六
六
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
史
学
）。
著
書
『
戦
国
期

室
町
幕
府
と
将
軍
』『
戦
国
時
代
の
足
利

将
軍
』（
と
も
に
吉
川
弘
文
館
）、『
足
利

義
稙
︱
戦
国
に
生
き
た
不
屈
の
大
将
軍
』

（
戎
光
祥
出
版
）

を
素
材
に
、随
所
に
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
」

ら
な
か
っ
た
家
臣
も
少
な
く
は
な
か
っ

　
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
名
古
屋

市
）
が
運
営
す
る
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
財
団

は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
刀
と
東
海
地
方
ゆ

か
り
の
武
将
た
ち
の
関
わ
り
を
紹
介
す

る
『
明
智
光
秀
と
三
英
傑
︱
名
将
と
名

刀
の
邂か

い

逅こ
う

』
を
出
版
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
開
館
が
延
期
さ
れ
て

い
る
博
物
館「
名
古
屋
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
」

（
名
古
屋
市
栄
）
の
収
蔵
す
る
名
品
が

一
足
早
く
楽
し
め
る
。

　
光
秀
の
愛
刀
と
さ
れ
る「
明
智
近
景
」

や
、
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
武
将
・

織
田
有
楽
斎
が
愛
用
し
た
国
宝
の
短
刀

「
有
楽
来
国
光
」
が
巻
頭
を
飾
る
。

　
信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
三
英
傑
の
生

涯
、
時
代
背
景
や
、
権
力
の
証
し
と
し

て
刀
が
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
た
特

集
も
あ
る
。
関
ケ
原
の
合
戦
で
東
軍
、

西
軍
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
武
将
た
ち
の

刀
も
多
く
登
場
し
、
収
録
し
た
刀
剣
類

は
全
部
で
七
十
二
振
。
歴
史
研
究
家
の

小
和
田
泰
経
さ
ん
が
監
修
し
た
。

　
Ａ
４
判
変
型
、
全
カ
ラ
ー
百
十
二

ペ
ー
ジ
で
、
税
込
み
千
三
百
二
十
円
。

刀
剣
ワ
ー
ル
ド
財
団
が

ム
ッ
ク『
明
智
光
秀
と
三
英
傑
』を
出
版

　
桑
名
総
鎮
守
桑
名
宗
社（
春
日
神
社
、

三
重
県
桑
名
市
）
に
は
三
重
県
指
定
文

化
財
の
村
正
が
二
口
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
各
々
に
は
「
春
日
大
明
神
」「
三

崎
大
明
神
」
と
の
新
号
が
彫
ら
れ
て
お

り
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
に
村

正
自
身
が
奉
納
を
目
的
と
し
て
製
作
し

た
も
の
と
い
う
。

　
奉
納
刀
な
ら
で
は
の
健
全
さ
と
と
も

に
時
代
的
特
徴
も
顕
著
で
、
歴
史
的
に

も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
下
に
お
い
て
疎
開
さ
せ

る
た
め
に
漆
が
塗
布
さ
れ
、
そ
の
た
め

長
ら
く
地
刃
不
明
で
あ
っ
た
が
、
令
和

の
御
大
典
事
業
の
一
環
と
し
て
研
ぎ
上

げ
ら
れ
て
地
刃
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

　
研
師
の
松
村
壮
太
郞
さ
ん
が
こ
れ
を

手
が
け
た
こ
と
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
同
社
で
は
「
宝
刀
村
正
写

し
」
奉
納
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
立
ち
上
が
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

　
所
蔵
す
る
村
正
は
三
重
県
指
定
文
化

財
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
と
展
示
に

は
大
幅
な
制
限
が
か
か
る
。
そ
こ
で
忠

実
な
「
写
し
」
を
製
作
し
、
神
社
の
施

設
内
で
の
常
設
展
示
を
行
う
こ
と
で
、

村
正
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
伝
承
を
発
信

し
、
文
化
財
の
保
護
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
も
の
。
上
畠
宗
泰
刀
匠
に
よ
る
村

正
再
現
に
合
わ
せ
て
、
各
種
行
事
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
支
援
の
募
集
は
二
月
七
日
に
開
始
さ

れ
、
計
画
通
り
三
月
二
十
二
日
に
終
了

し
た
が
、
目
標
金
額
の
四
百
万
円
に
対

し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
一
一
四
四
人
か
ら

四･

五
倍
の
一
千
八
百
万
円
余
り
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
宝
刀
村
正
写
し
」奉
納
プ
ロ
ジェ
ク
ト
が
始
動
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非
力
な
室
町
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は
な
ぜ
生
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残
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の
か
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足
利
義
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・
義
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諸
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、御
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＋
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　会社を辞め、一念発起して宮

入小左衛門行平に弟子入りする

も、わずか３カ月で受けた破門

宣告。再入門から９年の修業時

代を経て独立。各コンクールで

数多の賞を受賞しながら、常に

刀剣界の将来を見据え常識破り

のチャレンジを繰り返す現代の

日本刀作家・川﨑晶
あ き

平
ひ ら

。その作

刀に懸ける情熱と、次世代の刀

剣ファンへの想い―。“刀剣界

の異端児”が綴る初のエッセイ

集。価格 1,980 円（本体 1,800 円

＋税）。双葉社刊。

川﨑晶平
『テノウチ、ムネノウチ

―刀鍛冶として生きること』

村正写しの製作に当たる上畠宗泰刀匠

　
こ
れ
ま
で
幾
度
か
、
こ
の
紙
面
に
て

お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
号

か
ら
連
載
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
の
こ
と
、
季
節
の
こ
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
箸
休
め
の
よ
う
な
お
話
を
書
い

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
日
、直
売
所
に
買
い
物
に
行
っ
た
。

す
る
と
、
酒
粕
が
置
か
れ
て
い
た
。

　「
あ
あ
、
ぼ
ち
ぼ
ち
季
節
や
ね
」
と
、

早
速
ひ
と
つ
買
っ
て
き
た
。
地
元
、
葛

城
市
の
酒
蔵
「
梅
乃
宿
」
の
も
の
だ
。

　
こ
の
酒
蔵
で
は
、
十
月
の
終
わ
り
に

な
る
と
「
蔵
開
き
」
が
開
催
さ
れ
る
。

ぶ
ら
り
と
行
く
と
、
酒
好
き
の
友
人
の

誰
か
に
出
会
う
。
広
い
敷
地
内
に
併
設

さ
れ
た
出
店
で
肴
を
買
っ
て
皆
で
分
け

合
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
宴
会
に
な
る
。

な
の
に
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
せ
い

で
中
止
だ
。
あ
あ
、
悔
し
い
‼ 　
つ
ま

ら
な
い
‼ 

　
さ
て
、
酒
粕
だ
が
、
ど
う
料
理
し
よ

う
か
。
こ
こ
は
、
や
は
り
定
番
の
粕
汁

に
す
る
と
し
よ
う
。
特
別
な
も
の
は
要

ら
な
い
。
人
参
、
大
根
、
里
芋
、
白
菜
、

豚
肉
、
こ
れ
で
十
分
だ
。

　
肝
心
な
の
は
、酒
粕
は
た
っ
ぷ
り
と
。

こ
こ
で
ケ
チ
ケ
チ
し
て
は
い
け
な
い
。

下
戸
の
方
な
ら
、
ほ
ろ
酔
い
に
な
る
ほ

ど
に
…
…
。

　
そ
し
て
、
魯
山
人
好
み
の
黒
地
に
金

と
銀
の
丸
文
の
日
月
椀
に
た
っ
ぷ
り
と

盛
り
付
け
る
。
黒
に
、
淡
い
鳥
の
子
色

の
粕
汁
と
人
参
の
赤
が
よ
く
映
え
る
の

だ
。
そ
こ
に
、
小
口
切
り
の
葱
か
一
味

唐
辛
子
を
添
え
る
と
、
な
お
良
し
。

　
十
一
月
に
入
り
、
朝
晩
が
随
分
と
冷

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。「
霜
月
」

と
は
、
よ
く
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

布
団
か
ら
出
る
の
が
、
た
だ
た
だ
辛
く

な
る
一
方
だ
。

　
そ
れ
で
も
、
昨
夜
の
残
り
物
の
粕
汁

を
温
め
て
食
べ
る
と
、
心
な
し
か
味
わ

い
が
深
ま
っ
て
い
る
の
も
一
興
だ
と
思

う
。
一
口
飲
む
と
「
五
臓
六
腑
に
染
み

渡
る
っ
て
、
こ
の
こ
と
だ
」
と
、
朝
か

ら
ど
ん
ど
ん
箸
が
進
む
の
だ
。

　
季
節
は
動
い
て
い
る
。
突
き
刺
す
よ

う
な
日
差
し
が
い
つ
の
間
に
か
柔
ら
か

く
な
り
、
直
売
所
の
野
菜
た
ち
の
品
揃

え
も
変
わ
っ
た
。

　
今
年
も
あ
と
二
か
月
足
ら
ず
。
残
り

二
枚
に
な
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
睨
み
な

が
ら
、
師
走
に
向
け
て
助
走
が
始
ま
っ

て
い
る
。
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江
戸
の
「
寛
文
新
刀
」
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
ほ
し
い
と
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
寛
文
新
刀
と
は
、
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
か
ら
約
六
十
年

後
の
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
）

前
後
に
活
躍
し
た
刀
工
な
ら
び
に
刀
剣

類
を
総
称
し
ま
す
が
、
い
つ
か
ら
い
つ

ま
で
と
明
示
し
た
書
物
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
寛
文
新
刀
と
言
わ
れ

る
刀
工
た
ち
の
作
刀
し
た
裏
年
紀
か
ら

判
断
し
て
、
私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、

寛
永
年
号
の
次
に
来
る
正
保
元
年
（
一

六
四
四
）
か
ら
元
禄
年
号
以
前
の
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
ま
で
の
約
四
十
四

年
間
が
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

◎
寛
文
新
刀
の
刀
工
た
ち

　
江
戸
の
寛
文
新
刀
の
代
表
的
刀
工
と

言
え
ば
長
曽
袮
虎
徹（
以
後「
虎
徹
」で

統
一
）
で
す
が
、
裏
年
紀
の
あ
る
作
品

は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
～
延
宝
五

年（
一
六
七
七
）の
約
二
十
二
年
間
で
す
。

　
虎
徹
は
刀
工
に
な
る
以
前
は
、
越
前

福
井
で
甲
冑
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
世

の
太
平
に
つ
れ
甲
冑
が
無
用
の
も
の
と

な
っ
た
た
め
刀
鍛
冶
に
転
職
し
、
明
暦

の
こ
ろ
、
五
十
歳
で
出
府
し
大
成
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
虎
徹
を
中
心
に
、
江

戸
で
活
躍
し
た
刀
工
た
ち
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
寛
文
新
刀
の
中
で
最
初
に
江
戸
に

入
っ
て
き
た
刀
工
は
和
泉
守
兼
重
で

す
。『
古
今
鍛
冶
備
考
』に「
本
国
越
前
、

矢
根
鍛
冶
に
て
辻
助
右
衛
門
と
称
す
。

寛
永
中
東
武
へ
来
り
藤
堂
家
の
刀
匠
と

な
る
」
と
あ
り
、
最
初
期
の
作
品
に
寛

永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
薙
刀
が
あ
り

ま
す
。一
説
に
虎
徹
の
師
と
も
言
わ
れ
、

二
代
目
が
上
総
介
兼
重
で
す
。

　
次
に
、
江
州
蒲
生
か
ら
出
て
き
た
江

戸
石
堂
一
派
と
称
さ
れ
る
光
平
・
常
光

（
初
二
代
あ
り
）・
是
一（
初
二
代
あ
り
）・

宗
弘
ら
が
い
ま
す
。
光
平
の
最
初
期
の

年
紀
が
正
保
三
年
、
常
光
が
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）、
是
一
が
承
応
元
年
（
一

六
五
二
）
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼

ら
が
虎
徹
よ
り
先
に
入
府
し
た
こ
と
が

う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
光
平
の
弟
と
さ
れ
る
常
光

に
慶
安
元
年
二
十
三
歳
と
銘
す
る
刀
が

あ
り
、
虎
徹
は
こ
の
時
既
に
四
十
四
歳

か
四
十
五
歳
で
あ
り
、
石
堂
一
派
の
刀

工
た
ち
よ
り
か
な
り
年
上
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
江
戸
石
堂
一
派
と
前
後
し
て
江
戸
に

来
た
刀
工
に
、
紀
州
石
堂
出
身
の
大
和

守
安
定
が
い
ま
す
。
安
定
の
最
初
期
は

承
応
三
年
で
、
寛
文
十
三
年
が
最
後
で

す
。
安
定
に
は
裏
年
紀
こ
そ
あ
り
ま
せ

ん
が
、
作
刀
の
中
に
二
尺
四
～
五
寸
の

長
寸
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
こ

と
か
ら
江
戸
石
堂
よ
り
先
に
江
戸
に
入
っ

て
き
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
虎
徹
の
作
風
に
よ
く
似
た
刀
工
群
と

し
て
、
江
戸
法
城
寺
一
派
と
称
さ
れ
る

正
弘
（
初
二
代
あ
り
）・
貞
国
・
国
正
（
初

二
代
あ
り
）
ら
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
本

国
は
但
馬
で
、
古
刀
の
法
城
寺
国
光
の

末
流
と
言
わ
れ
、
虎
徹
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
上
京
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
初
代
正
弘
は
明
暦
元
年
か
ら
、
貞
国

に
は
万
治
二
年
、
国
正
は
延
宝
元
年
か

ら
あ
り
ま
す
。
貞
国
の
刀
に
寛
文
七
年

三
十
七
歳
添
え
銘
の
あ
る
も
の
が
あ

り
、そ
の
年
虎
徹
は
六
十
六
歳
で
あ
り
、

や
は
り
法
城
寺
一
派
の
刀
工
た
ち
よ
り

は
る
か
に
年
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
同
じ
法
城
寺
一
派
に
吉
次
が
い
ま
す

が
、
本
国
は
常
陸
で
す
。
年
紀
の
あ
る

作
品
が
延
宝
五
年
か
ら
宝
永
二
年
（
一

七
〇
五
）
ま
で
あ
り
、
虎
徹
よ
り
さ
ら

に
後
輩
の
刀
工
で
す
。

　
慶
長
年
間（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）

か
ら
既
に
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
刀
工

と
し
て
繁
慶
と
康
継
の
二
人
の
刀
工
が

い
ま
す
が
、
三
代
康
継
は
寛
文
三
年
～

延
宝
三
年
と
虎
徹
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
活

躍
で
あ
り
、
四
代
康
継
は
延
宝
三
年
～

貞
享
三
年
と
、
わ
ず
か
に
遅
れ
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、明
暦
三
年
の
大
火
以
後
、

江
戸
に
は
需
要
を
求
め
て
多
く
の
刀
工

た
ち
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
代
表
的
刀

工
と
し
て
、
濃
州
赤
坂
千
手
院
か
ら
移

住
し
て
き
た
千
手
院
盛
国
（
寛
文
三
年

～
）、
同
じ
く
濃
州
関
善
定
家
か
ら
移

住
し
た
上
野
守
吉
正
（
貞
享
～
）、
京

か
ら
移
住
し
た
出
雲
大
掾
吉
武
（
延
宝

三
年
～
）、
鐙

あ
ぶ
み

鍛
冶
か
ら
刀
工
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
小
笠
原
長
旨
（
寛
文
十

年
～
天
和
四
年
〈
一
六
八
四
〉）
等
々

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
、
江
戸
の
寛
文
新
刀
は
な
ぜ
発

展
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
大
き
く
分
け
る
と
、
三
つ
の

要
素
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

① 

江
戸
は
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
町
で

あ
っ
た

② 

幕
府
は
剣
術
を
奨
励
し
、
さ
ら
に
剣

術
に
変
化
が
あ
っ
た

③
明
暦
の
大
火
の
影
響

◎
新
興
都
市
・
江
戸

　
慶
長
八
年
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕

府
を
開
き
、
そ
の
後
寛
永
十
二
年
（
一

六
三
三
）
家
光
が
参
勤
交
代
制
を
確
立

し
ま
す
が
、
当
時
の
江
戸
は
ま
だ
ま
だ

発
展
途
上
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
々
が
必
要
と

さ
れ
、
幕
府
は
全
国
各
地
か
ら
大
勢
を

受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

刀
鍛
冶
を
は
じ
め
、
刀
装
具
関
係
者
も

当
然
お
り
ま
し
た
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
江
戸
、
さ
ら

に
武
士
の
大
勢
い
る
江
戸
に
行
き
、
一

旗
揚
げ
よ
う
と
す
る
刀
工
も
大
勢
い
た

の
で
す
。

※ 

旗
本
五
千
人
、
御
家
人
一
万
五
千
人
、
各

大
名
お
よ
び
江
戸
在
勤
武
士
一
万
人
、
合

計
三
万
人
（
推
定
）

◎
剣
術
の
奨
励
と
変
化

　
慶
長
十
九
年
に
大
坂
冬
の
陣
、
元
和

元
年
（
一
六
一
五
）
に
大
坂
夏
の
陣
が

終
結
し
、
そ
の
後
、
寛
永
十
四
年
の
島

原
の
乱
を
最
後
に
、
戦
い
は
全
く
な
く

な
り
ま
し
た
。
平
穏
な
世
が
続
い
て
武

士
が
堕
落
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
幕
府

は
、
盛
ん
に
剣
術
を
奨
励
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
刀
剣
に
と
っ
て
重
大
な
こ
と

は
、
剣
術
の
仕
方
が
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
で
し
た
。今
ま
で
の
介か

い

者し
や

剣
法（
鎧

を
着
用
し
た
武
士
相
手
の
剣
術
）
か
ら

素
肌
剣
法
（
鎧
を
着
用
し
な
い
武
士
の

剣
術
）
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　
当
然
、
刀
の
姿
に
変
化
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
刀
身
の
平
肉
を
落

と
し
、
頑
丈
さ
よ
り
も
切
れ
味
を
重
視

し
、
反
り
を
少
な
く
し
て
「
突
き
」
を

行
い
や
す
く
す
る
、
い
わ
ゆ
る
寛
文
新

刀
姿
へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

　
た
だ
し
、
寛
文
新
刀
姿
の
お
お
よ
そ

の
長
さ
は
二
尺
三
寸
～
三
寸
五
分
前
後

で
す
が
、
寛
文
の
少
し
前
の
寛
永
末
年

～
正
保
・
慶
安
ご
ろ
の
寸
法
は
そ
れ
よ

り
少
し
長
く
、
二
尺
四
～
五
寸
が
多
い

も
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
に
活
躍
し
て
い

る
和
泉
守
兼
重
や
初
期
の
大
和
守
安

定
、
日
置
光
平
の
作
に
は
そ
の
寸
法
の

作
を
多
く
見
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
切
れ
味
を
重

視
す
る
こ
と
か
ら
、
試
刀
家
で
あ
る
山

野
加
右
衛
門
永
久
や
山
野
勘
十
郎
久
英

ら
の
截せ

つ

断だ
ん

銘め
い

入
り
の
刀
が
人
気
を
博
し

ま
す
。
截
断
銘
は
和
泉
守
兼
重
・
安
定
・

虎
徹
、
江
戸
法
城
寺
一
派
の
刀
工
た
ち

の
作
刀
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
剣
術
の
変
化
に
伴
っ
て

刀
の
姿
が
変
化
し
た
た
め
に
、
多
く
の

武
士
が
寛
文
新
刀
姿
の
刀
を
あ
ら
た
め

て
注
文
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
寛
文
新
刀
に
は
大
小
の
小
と

し
て
使
用
さ
れ
た
脇
指
で
は
な
く
、
特

に
優
れ
た
脇
指
を
現
在
で
も
数
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
豪
商
ら

が
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
注
文
し
た
作

で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

◎
明
暦
の
大
火

　
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
十
八

日
と
十
九
日
、
三
カ
所
か
ら
出
火
し
、

火
は
江
戸
の
町
を
焼
き
尽
く
し
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
明
暦
の
大
火
で
す
。

　
死
者
十
万
人
と
言
わ
れ
、
大
名
屋
敷

は
七
五
％
以
上
の
百
六
十
家
、
旗
本
屋

敷
は
七
百
七
十
家
以
上
が
焼
け
、
江
戸

城
は
西
の
丸
の
み
を
残
し
て
天
守
閣
か

ら
本
丸
ま
で
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
江
戸
城
に
保
管
さ

れ
て
い
た
名
刀
も
多
数
が
焼
け
ま
し

た
。
後
年
、
本
阿
弥
光
忠
に
よ
っ
て
選

定
さ
れ
た
『
享
保
名
物
帳
』
に
は
、
所

載
百
六
十
八
振
の
う
ち
六
十
九
振
が
被

災
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
然
な
が
ら
、
旗
本
・
御
家
人
は
じ

め
、
各
大
名
や
そ
の
家
臣
団
の
刀
剣
類

も
数
多
く
が
焼
失
し
ま
し
た
。
武
士
に

と
っ
て
刀
剣
は
ま
さ
に
表
道
具
で
あ
り
、

必
要
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
早
急
に
調

達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
に
未
曾
有
の
刀
剣
需
要
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
火
後
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
刀
工
が
江
戸
に
参
集
し
、
そ
の

需
要
に
応
え
た
の
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
、
寛
文
新
刀

隆
盛
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

◎
寛
文
新
刀
の
作
風

　
最
後
に
、
寛
文
新
刀
の
作
風
に
つ
い

て
、
そ
の
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
前
期
（
正
保
～
慶
安
ご
ろ
）
は
、

刃
長
が
二
尺
四
～
五
寸
と
や
や
長
め
で

す
。
寛
文
以
降
は
二
尺
三
寸
～
三
寸
五

分
ぐ
ら
い
で
、
身
幅
・
重
ね
と
も
尋
常
、

元
幅
と
先
幅
の
差
が
や
や
あ
り
、
反
り

が
四
～
五
分
と
浅
く
、
中
切
先
の
姿
と

な
り
ま
す
。

　
刃
文
は
、
大
坂
寛
文
新
刀
の
代
表
で

あ
る
越
前
守
助
広
や
井
上
真
改
、
坂
倉

言
之
進
照
包
ら
の
華
や
か
な
作
風
と
は

対
照
的
に
、
地
味
な
直
刃
あ
る
い
は
互

の
目
乱
れ
が
多
く
、
特
に
虎
徹
の
数じ

ゅ

珠ず

刃ば

と
称
さ
れ
る
刃
文
が
評
価
さ
れ
、
江

戸
の
寛
文
新
刀
の
多
く
は
そ
れ
に
似
た

刃
を
焼
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
切
れ
味
が
重
視
さ
れ
た
時
代

と
あ
っ
て
、
截
断
銘
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
も
寛
文
新
刀
の
大
き
な
特
徴
の
一

つ
で
す
。

〈
参
考
文
献
〉『
江
戸
の
日
本
刀
』『
江

戸
新
刀
名
作
集
』『
日
本
刀
工
辞
典
・

新
刀
篇
』
ほ
か

質
問
箱

回
答
者
◉
冥
賀 

吉
也

第
九
回
・
寛
文
新
刀

質
問
箱

？
？
？
？
？
？
？？
？？
？？

山
野
勘
十
郎
久
英
の
截
断
銘（
刀
法
城
寺
正
弘
）

山
野
加
右
衛
門
永
久
の
截
断
銘（
脇
指
虎
徹
）

正
保
頃
の
姿
と
寛
文
新
刀
の
姿
の
比
較（
寸
法
の
比
較
）

（
右
）刀

　日
置
光
平
造
／
正
保
三
年
八
月
日

　刃
長
二
尺
四
寸
八
分

　反
り
四
分
二
厘

（
左
）刀

　長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹（
寛
文
十
一
年
頃
）
　刃
長
二
尺
三
寸
五
分

　反
り
四
分
五
厘

関ヶ原合戦 1600
家康、江戸幕府開く 1603
大坂冬の陣 1614
参勤交代制 1635
島原の乱 1637

主な江戸新刀活躍年譜
（裏年紀の確認できる資料に基づく）

参
考
資
料『
日
本
刀
銘
鑑
』（
裏
年
紀
の
確
認
で
き
る
資
料
に
よ
る
も
の
で
、作
刀
期
間
は
前
後
す
る
）

慶長５ 1600

慶長８ 1603
慶長19 1614

寛永12 1635

寛永14 1637

正保 1644

慶安 1648

承応 1652

明暦 1655

万治 1658

寛文 1661

延宝 1673

天和 1681

貞享 1684

元禄 1688

〜

〜

〜

〜

〜
和
泉
守
兼
重

（
寛
永
２
〜
万
治
元
）

光
平

（
正
保
３
〜
天
和
２
）

常
光（
初
代
）

（
慶
安
元
・
23
歳
〜
寛
文
３
）

是
一（
初
代
）

（
承
応
元
〜
寛
文
12
）

興
正（
寛
文
11
〜
元
禄
５
）

法
城
寺
正
弘（
初
代
）（
明
暦
元
〜
宝
永
２
）

法
城
寺
吉
次（
延
宝
５
〜
宝
永
２
）

出
雲
大
掾
吉
武（
延
宝
７
〜
宝
永
３
）

（
寛
文
８
〜
天
和
５
）

上
総
介
兼
重

大
和
寺
安
定

（
承
応
２
〜
寛
文
13
）

（
寛
文
３
〜
延
宝
３
）

三
代
康
継

（
延
宝
３
〜
貞
享
２
）

四
代
康
継

法
城
寺
貞
国（
初
代
）

（
万
治
２
〜
寛
文
７
・
37
歳
添
銘
あ
り
）

長
曽
祢
虎
徹

（
明
暦
２
〜
延
宝
５
・
75
歳
没
）
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足
利
義
昭
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。
ヒ
ー
ロ
ー

の
織
田
信
長
を
倒
す
べ
く
裏
で
暗
躍

し
、
や
が
て
没
落
す
る
暗
愚
で
ダ
メ
な

将
軍
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
戦
国

期
の
室
町
将
軍
が
弱
体
で
、
有
名
無
実

で
あ
っ
た
よ
う
に
つ
い
つ
い
思
い
込
ま

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
本
に
よ
れ
ば
、
そ
う

い
う
認
識
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
将

軍
た
ち
は
決
し
て
無
力
で
は
な
い
し
、

誰
か
の
傀か

い

儡ら
い

に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
豊
富
な
人
脈
と
優
れ
た
調

整
能
力
に
戦
国
大
名
も
一
目
置
き
、
頼

り
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

室
町
時
代
の
将
軍
に
は
莫
大
な
領
地
も

な
い
し
、
一
声
か
け
れ
ば
即
座
に
動
員

で
き
る
精
強
な
大
軍
勢
を
持
っ
て
い
た

わ
け
で
も
な
い
。
か
な
り
弱
い
存
在
で

あ
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
室
町
将
軍
が
、

群
雄
割
拠
の
戦
国
期
で
も
命
脈
を
保

ち
、
容
易
に
滅
び
な
か
っ
た
の
は
ど
う

し
て
な
の
か
。
実
は
難
問
で
あ
る
。

　
山
田
氏
は
足
利
義
輝
・
義
昭
の
生
涯

を
素
材
に
、随
所
に
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
」

「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」

と
疑
問
を
提
示
し
つ
つ
、わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
面
白
く
論
を
展
開
し
て
い
る
。
文

献
史
料
に
裏
打
ち
さ
れ
た
語
り
口
は
魅
力

的
で
あ
る
。

　
大
般
若
長
光
の
所
持
者
で
あ
っ
た
と
い

う
義
輝
や
そ
の
父
に
つ
い
て
の
記
述
も
面

白
い
が
、
筆
者
は
、
足
利
義
昭
に
つ
い
て

の
論
説
に
特
に
強
く
惹
か
れ
る
。
信
長
と

の
政
争
の
末
に
敗
れ
、
追
放
さ
れ
た
最
後

の
将
軍
足
利
義
昭
。
追
放
の
後
の
生
涯
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。
実
は
と
ん
で
も
な
く

大
胆
な
行
動
で
、
日
本
の
歴
史
を
大
き
く

変
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
信
長
、
西
国

の
雄
・
毛
利
氏
や
上
杉
謙
信
ら
、
戦
国
の

強
者
た
ち
は
、「
弱
者
」
足
利
義
昭
に
翻

弄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
事
実
は

小
説
よ
り
も
奇
な
り
」。
一
筋
縄
に
は
行

か
な
い
最
後
の
将
軍
の
実
像
が
浮
き
彫
り

と
さ
れ
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
。

　
一
読
後
、
筆
者
が
特
に
関
心
を
強
く

持
っ
た
の
は
、
義
昭
の
直
臣
た
ち
の
去
就

で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
没
落
し
た
主
君

の
元
を
去
っ
た
が
、
最
後
の
最
後
ま
で
去

ら
な
か
っ
た
家
臣
も
少
な
く
は
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
な
ぜ
（
わ
が
ま
ま
で
プ

ラ
イ
ド
ば
か
り
高
く
、
し
か
も
口
う

る
さ
か
っ
た
ら
し
い
）
義
昭
の
世
話

を
焼
い
た
の
か
。
筆
者
に
は
そ
の
理

由
が
薄
ら
ぼ
ん
や
り
と
わ
か
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

　
ほ
と
ん
ど
何
も
語
ら
な
い
山
田
氏

も
、
お
そ
ら
く
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
彼
が
そ
れ
を
書
か
な
い
の
は
史
料
的

な
裏
付
け
が
な
い
か
ら
、
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
筆
者
は
思
う
、
そ
こ
は
あ
え
て
踏
み

込
ん
だ
方
が
、
こ
の
本
は
も
っ
と
魅
力
的

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ

は
許
さ
れ
る
と
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
本
は

論
文
で
は
な
い
か
ら
。

　
山
田
氏
も
書
き
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
あ
る
い
は
原
稿
で
は
踏
み
込
ん
で

書
い
た
け
れ
ど
、
編
集
者
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
か
…
…
。
い
や
、
書
か
な
い
と
決
め
た

の
は
、
や
は
り
山
田
氏
自
身
だ
ろ
う
、
と

筆
者
は
思
う
。
そ
う
、
山
田
君
は
そ
う
い

う
人
な
の
だ
。
細
い
目
を
さ
ら
に
細
く
し

て
、
こ
う
言
う
に
違
い
な
い
、「
僕
は
歴

史
家
で
あ
っ
て
、
作
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
ー
」
と
。

　
本
書
は
難
解
な
史
料
を
読
ま
さ
れ
る
部

分
が
ほ
ぼ
な
く
、
専
門
外
の
人
に
も
読
み

や
す
く
書
か
れ
て
い
る
（
と
思
う
）。
ぜ

ひ
お
読
み
い
た
だ
き
、
戦
国
期
の
日
本
へ

の
時
間
旅
行
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
山
田
康
弘
（
や
ま
だ
・
や
す
ひ
ろ
）
一

九
六
六
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
史
学
）。
著
書
『
戦
国
期

室
町
幕
府
と
将
軍
』『
戦
国
時
代
の
足
利

将
軍
』（
と
も
に
吉
川
弘
文
館
）、『
足
利

義
稙
︱
戦
国
に
生
き
た
不
屈
の
大
将
軍
』

（
戎
光
祥
出
版
）

を
素
材
に
、随
所
に
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
」

ら
な
か
っ
た
家
臣
も
少
な
く
は
な
か
っ

　
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
名
古
屋

市
）
が
運
営
す
る
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
財
団

は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
刀
と
東
海
地
方
ゆ

か
り
の
武
将
た
ち
の
関
わ
り
を
紹
介
す

る
『
明
智
光
秀
と
三
英
傑
︱
名
将
と
名

刀
の
邂か

い

逅こ
う

』
を
出
版
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
開
館
が
延
期
さ
れ
て

い
る
博
物
館「
名
古
屋
刀
剣
ワ
ー
ル
ド
」

（
名
古
屋
市
栄
）
の
収
蔵
す
る
名
品
が

一
足
早
く
楽
し
め
る
。

　
光
秀
の
愛
刀
と
さ
れ
る「
明
智
近
景
」

や
、
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
武
将
・

織
田
有
楽
斎
が
愛
用
し
た
国
宝
の
短
刀

「
有
楽
来
国
光
」
が
巻
頭
を
飾
る
。

　
信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
三
英
傑
の
生

涯
、
時
代
背
景
や
、
権
力
の
証
し
と
し

て
刀
が
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
た
特

集
も
あ
る
。
関
ケ
原
の
合
戦
で
東
軍
、

西
軍
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
武
将
た
ち
の

刀
も
多
く
登
場
し
、
収
録
し
た
刀
剣
類

は
全
部
で
七
十
二
振
。
歴
史
研
究
家
の

小
和
田
泰
経
さ
ん
が
監
修
し
た
。

　
Ａ
４
判
変
型
、
全
カ
ラ
ー
百
十
二

ペ
ー
ジ
で
、
税
込
み
千
三
百
二
十
円
。

刀
剣
ワ
ー
ル
ド
財
団
が

ム
ッ
ク『
明
智
光
秀
と
三
英
傑
』を
出
版

　
桑
名
総
鎮
守
桑
名
宗
社（
春
日
神
社
、

三
重
県
桑
名
市
）
に
は
三
重
県
指
定
文

化
財
の
村
正
が
二
口
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
各
々
に
は
「
春
日
大
明
神
」「
三

崎
大
明
神
」
と
の
新
号
が
彫
ら
れ
て
お

り
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
に
村

正
自
身
が
奉
納
を
目
的
と
し
て
製
作
し

た
も
の
と
い
う
。

　
奉
納
刀
な
ら
で
は
の
健
全
さ
と
と
も

に
時
代
的
特
徴
も
顕
著
で
、
歴
史
的
に

も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
下
に
お
い
て
疎
開
さ
せ

る
た
め
に
漆
が
塗
布
さ
れ
、
そ
の
た
め

長
ら
く
地
刃
不
明
で
あ
っ
た
が
、
令
和

の
御
大
典
事
業
の
一
環
と
し
て
研
ぎ
上

げ
ら
れ
て
地
刃
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

　
研
師
の
松
村
壮
太
郞
さ
ん
が
こ
れ
を

手
が
け
た
こ
と
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
話
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
同
社
で
は
「
宝
刀
村
正
写

し
」
奉
納
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
立
ち
上
が
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

　
所
蔵
す
る
村
正
は
三
重
県
指
定
文
化

財
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
と
展
示
に

は
大
幅
な
制
限
が
か
か
る
。
そ
こ
で
忠

実
な
「
写
し
」
を
製
作
し
、
神
社
の
施

設
内
で
の
常
設
展
示
を
行
う
こ
と
で
、

村
正
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
伝
承
を
発
信

し
、
文
化
財
の
保
護
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
も
の
。
上
畠
宗
泰
刀
匠
に
よ
る
村

正
再
現
に
合
わ
せ
て
、
各
種
行
事
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
支
援
の
募
集
は
二
月
七
日
に
開
始
さ

れ
、
計
画
通
り
三
月
二
十
二
日
に
終
了

し
た
が
、
目
標
金
額
の
四
百
万
円
に
対

し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
一
一
四
四
人
か
ら

四･

五
倍
の
一
千
八
百
万
円
余
り
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
宝
刀
村
正
写
し
」奉
納
プ
ロ
ジェ
ク
ト
が
始
動
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こ
れ
ま
で
幾
度
か
、
こ
の
紙
面
に
て

お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
号

か
ら
連
載
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
の
こ
と
、
季
節
の
こ
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
箸
休
め
の
よ
う
な
お
話
を
書
い

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
日
、直
売
所
に
買
い
物
に
行
っ
た
。

す
る
と
、
酒
粕
が
置
か
れ
て
い
た
。

　「
あ
あ
、
ぼ
ち
ぼ
ち
季
節
や
ね
」
と
、

早
速
ひ
と
つ
買
っ
て
き
た
。
地
元
、
葛

城
市
の
酒
蔵
「
梅
乃
宿
」
の
も
の
だ
。

　
こ
の
酒
蔵
で
は
、
十
月
の
終
わ
り
に

な
る
と
「
蔵
開
き
」
が
開
催
さ
れ
る
。

ぶ
ら
り
と
行
く
と
、
酒
好
き
の
友
人
の

誰
か
に
出
会
う
。
広
い
敷
地
内
に
併
設

さ
れ
た
出
店
で
肴
を
買
っ
て
皆
で
分
け

合
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
宴
会
に
な
る
。

な
の
に
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
せ
い

で
中
止
だ
。
あ
あ
、
悔
し
い
‼ 　
つ
ま

ら
な
い
‼ 

　
さ
て
、
酒
粕
だ
が
、
ど
う
料
理
し
よ

う
か
。
こ
こ
は
、
や
は
り
定
番
の
粕
汁

に
す
る
と
し
よ
う
。
特
別
な
も
の
は
要

ら
な
い
。
人
参
、
大
根
、
里
芋
、
白
菜
、

豚
肉
、
こ
れ
で
十
分
だ
。

　
肝
心
な
の
は
、酒
粕
は
た
っ
ぷ
り
と
。

こ
こ
で
ケ
チ
ケ
チ
し
て
は
い
け
な
い
。

下
戸
の
方
な
ら
、
ほ
ろ
酔
い
に
な
る
ほ

ど
に
…
…
。

　
そ
し
て
、
魯
山
人
好
み
の
黒
地
に
金

と
銀
の
丸
文
の
日
月
椀
に
た
っ
ぷ
り
と

盛
り
付
け
る
。
黒
に
、
淡
い
鳥
の
子
色

の
粕
汁
と
人
参
の
赤
が
よ
く
映
え
る
の

だ
。
そ
こ
に
、
小
口
切
り
の
葱
か
一
味

唐
辛
子
を
添
え
る
と
、
な
お
良
し
。

　
十
一
月
に
入
り
、
朝
晩
が
随
分
と
冷

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。「
霜
月
」

と
は
、
よ
く
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

布
団
か
ら
出
る
の
が
、
た
だ
た
だ
辛
く

な
る
一
方
だ
。

　
そ
れ
で
も
、
昨
夜
の
残
り
物
の
粕
汁

を
温
め
て
食
べ
る
と
、
心
な
し
か
味
わ

い
が
深
ま
っ
て
い
る
の
も
一
興
だ
と
思

う
。
一
口
飲
む
と
「
五
臓
六
腑
に
染
み

渡
る
っ
て
、
こ
の
こ
と
だ
」
と
、
朝
か

ら
ど
ん
ど
ん
箸
が
進
む
の
だ
。

　
季
節
は
動
い
て
い
る
。
突
き
刺
す
よ

う
な
日
差
し
が
い
つ
の
間
に
か
柔
ら
か

く
な
り
、
直
売
所
の
野
菜
た
ち
の
品
揃

え
も
変
わ
っ
た
。

　
今
年
も
あ
と
二
か
月
足
ら
ず
。
残
り

二
枚
に
な
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
睨
み
な

が
ら
、
師
走
に
向
け
て
助
走
が
始
ま
っ

て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
し
ば
ら
く
お
休
み

に
な
っ
て
い
た
某
社
主
催
の
鑑
定
・
買
取

ツ
ア
ー
も
再
開
さ
れ
、
八
月
第
一
週
の
山

形
県
酒
田
市
・
山
形
市
・
米
沢
市
を
巡
る
旅

に
小
生
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
酒
田
市
で
す
。
前
日
早
め
に
到

着
し
、
市
内
観
光
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
本
間
美
術
館
で
す
。
本
間
家
が

大
名
か
ら
拝
領
し
た
品
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
こ
の
時
は
扇
子
や
文
書
ば
か

り
が
出
品
さ
れ
て
い
た
の
で
、
小
生
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
続
い
て
、
隣
接
す
る
鶴か

く

舞ぶ

園え
ん

と
い
う
庭

園
と
、
清せ

い

遠え
ん

閣か
く

と
称
さ
れ
る
二
階
建
て
の

銅
板
と
瓦
葺
き
の
お
屋
敷
で
す
。
文
化
十

年
（
一
八
一
三
）
に
本
間
家
四
代
目
当
主

光
直
が
築
造
し
た
そ
う
で
す
。
藩
主
酒
井

侯
が
領
内
巡
視
を
す
る
際
の
休
憩
所
で
、

酒
田
の
迎
賓
館
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
確
か
に
こ
こ
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

　
大
名
庭
園
と
比
べ
る
と
敷
地
は
狭
い
の

で
す
が
、
庭
に
大
き
く
高
低
差
を
取
り
、

清
遠
閣
と
の
調
和
、一
階
の
上
座
敷
、二
回

の
謁
見
の
間
か
ら
の
眺
め
も
良
い
の
で
す
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
後
の
昭

和
天
皇
の
お
宿
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
次
な
る
は
本
間
家
旧
本
邸
で

す
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
三
代
目

当
主
光
丘
が
幕
府
の
巡
検
使
一
行
を
迎
え

る
た
め
の
本
陣
宿
と
し
て
、
藩
主
酒
井
家

に
献
上
し
た
屋
敷
で
す
。

　
武
家
屋
敷
と
商
家
造
り
が
一
体
と
な
っ

た
珍
し
い
構
造
で
、
武
家
屋
敷
は
二
千
石

の
格
式
を
備
え
て
い
ま
し
た
が
、
巡
検
使

一
行
が
江
戸
に
戻
る
と
酒
井
家
か
ら
下
賜

さ
れ
、
商
家
造
り
の
方
で
昭
和
二
十
年
の

春
ま
で
住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　
酒
田
市
で
最
後
に
訪
れ
た
の
は
山さ

ん

居き
よ

倉

庫
。
市
街
の
南
部
、
新
井
田
川
の
河
口
近
く

に
あ
る
庄
内
米
の
貯
蔵
庫
で
、
そ
の
歴
史

は
藩
政
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
現
在

の
建
物
は
明
治
二
十
六
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
大
き
な
土
蔵
造
り
十
二
棟
が
並

び
、
背
後
を
囲
む
ケ
ヤ
キ
の
大
木
は
日
よ

け
、
風
よ
け
の
役
目
を
果
た
し
、
自
然
を
利

用
し
た
低
湿
管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
ド
ラ

マ「
お
し
ん
」の
舞
台
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
庄
内
藩
で
も
政
治
は
鶴
岡
、経
済
は
酒
田

と
い
う
訳
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。酒
田
は

日
本
一
の
大
地
主
本
間
家
の
拠
点
で
し
た
。

　
翌
日
は
山
形
市
へ
。
最も

上が
み

義よ
し

光て
る

記
念
館

は
午
前
九
時
か
ら
や
っ
て
い
る
の
で
、
早

速
訪
れ
て
み
る
。
義
光
の
兜
な
ど
い
ろ
い

ろ
見
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
最
上

義
光
と
い
う
武
将
に
関
心
が
向
く
。
数
多

く
の
合
戦
、
折
衝
、
そ
し
て
裏
切
り
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
て
周
辺
の
豪

族
た
ち
を
、
あ
る
者
は
滅
ぼ
し
、
あ
る
者

は
取
り
込
む
と
い
う
、
こ
の
時
代
に
は
当

然
の
こ
と
と
は
言
え
、
そ
の
す
ご
さ
は
や

は
り
特
筆
に
値
し
ま
す
。

　
ま
た
、
二
女
駒
姫
の
話
は
悲
劇
で
あ
り
、

後
の
義
光
の
行
動
に
も
直
結
し
ま
す
。
文

禄
四
年
（
一
五
九
五
）、
駒
姫
は
東
国
一

の
美
女
と
し
て
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ

れ
を
伝
え
聞
い
た
豊
臣
秀
次
か
ら
所
望
の

意
が
伝
え
ら
れ
た
。
義
光
は
気
が
進
ま
な

か
っ
た
が
、
権
力
者
か
ら
度
々
求
め
ら
れ

た
の
で
断
り
切
れ
ず
、
駒
姫
十
五
の
年
に

京
都
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
秀
吉
は
秀
頼
が
生
ま
れ
る
と
、

そ
れ
ま
で
は
跡
継
ぎ
に
据
え
て
い
た
甥
の

秀
次
が
邪
魔
に
な
り
、
関
白
職
を
取
り
上

げ
て
高
野
山
に
追
放
、
そ
の
あ
げ
く
は
切

腹
を
命
じ
ま
し
た
。
正
室
や
側
室
、
子
供

た
ち
も
斬
首
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
駒
姫
も
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
共
に
京
に
来
て
い
た
義
光
の
正

室
大
崎
夫
人
は
、
駒
姫
処
刑
の
わ
ず
か
十

四
日
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
駒
姫
を

追
っ
て
自
害
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
豊
臣
家
に
恨
み
を
持
つ
義
光
は
、
関
ヶ

原
の
戦
の
折
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
徳
川

家
に
味
方
し
、
上
杉
景
勝
配
下
の
直
江
山

城
守
兼か

ね

続つ
ぐ

に
攻
め
込
ま
れ
な
が
ら
も
こ
れ

を
撃
退
、
上
杉
方
が
関
東
に
攻
め
入
る
の

を
牽
制
し
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
の
後
、
義
光
は
二
十
四
万
石
か

ら
五
十
七
万
石
に
加
増
さ
れ
ま
し
た
。
出

羽
山
形
藩
最
上
家
の
誕
生
で
す
。
し
か
し

藩
主
と
し
て
の
最
上
家
は
長
く
は
続
か
ず
、

義
光
の
孫
の
義
俊
の
代
、
元
和
八
年
（
一

六
二
二
）
に
改
易
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

出
羽
山
形
藩
は
大
名
が
め
ま
ぐ
る
し
く
入

れ
替
わ
る
の
で
す
が
、
山
形
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
殿
様
と
言
え
ば
、
今
も
「
最
上

の
殿
様
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
三
日
目
は
米
沢
市
に
移
動
し
ま
し
た
。

山
形
市
の
南
五
十
キ
ロ
ほ
ど
の
所
で
す

が
、
米
沢
に
入
る
と
、
緑
深
い
山
の
中
か

ら
急
に
市
街
地
に
な
る
印
象
で
す
。

　
直
江
兼
続
が
最
上
に
攻
め
込
ん
だ
時

は
、
庄
内
地
方
も
秀
吉
に
よ
り
上
杉
家
の

領
地
に
な
っ
て
い
て
、
そ
ち
ら
で
も
戦
が

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。（
庄
内
地
方
を
酒

井
家
が
治
め
、
酒
田
で
本
間
家
が
繁
栄
す

る
の
は
江
戸
時
代
で
す
）

　
最
上
家
と
上
杉
家
、
そ
し
て
酒
井
家
が

同
じ
山
形
県
に
い
る
の
は
不
思
議
な
話
だ

な
と
、旅
の
終
わ
り
に
小
生
は
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
合
戦
を
書
い
た
の
は
松
永
弘

高
『
奥
羽
関
ヶ
原
』
で
す
が
、
そ
の
本
の

話
は
い
ず
れ
ま
た
。

（
持
田
具
宏
）

戦
国
武
将
た
ち
の

　
　
　
面
影
を
伝
え
る
街
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山
形
県

往時の繁栄が偲ばれる本間家旧本邸

　
ど
な
た
も
「
竹
の
枝
を
丹
念
に
張
り
付

け
ま
し
た
ね
」
と
言
い
ま
す
。

　
黒
漆
の
石
目
地
を
背
景
に
小
指
大
の
竹

の
半
割
を
五
本
張
り
付
け
、
節
の
凹
凸
、

ゴ
マ
の
斑ふ

は
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。
一
部

の
破
損
部
分
を
子
細
に
見
る
と
、
漆
の
粉

を
五
ミ
リ
ほ
ど
盛
り
上
げ
、
凹
凸
は
さ
ら

に
高
く
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
仕
上
げ
は
茶
漆
を
基
調
に
黒
い
ゴ
マ

斑
、
節
の
影
が
描

か
れ
た
超
絶
技
巧

に
、
や
が
て
「
竹

の
だ
ま
し
絵
」
で

あ
る
こ
と
に
気
づ

く
の
で
あ
る
。

　
柴
田
是
真
や
橋

本
市
蔵
が
、
鞘
や

印
籠
に
竹
を
半
割

に
一
ミ
リ
ほ
ど
盛

り
上
げ
て
ゴ
マ
竹

を
表
し
た
作
風
と

は
明
ら
か
に
異
な

る
、
超
高
盛
り
細

密
彫
刻
し
た
ア
イ

デ
ア
と
茶
漆
で
竹
の
表
情
を
付
け
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
、
ま
さ
に
超
絶
技
巧
で
あ
る
。

　
だ
ま
し
絵
の
目
指
す
画
題
は
「
嵐
山
の

竹
林
」
で
あ
る
こ
と
が
、
次
の
小
道
具
の

金
物
で
明
ら
か
に
な
る
。

鞘
／
黒
漆
石
目
地
、
竹
高
彫
色
漆
絵

小
尻
／
朧
銀
地
、
朱
雀
色
絵
、
摺
剝
が
し

縁
頭
／
朧
銀
地
、
冠
扇
に
桜
各
色
絵
、
銘

応
令
兄
可
観
堂
求
古
（
花
押
）

目
貫
／
赤
銅
地
、
馬
金
色
絵

小
柄
／
鉄
石
目
地
＜
雌
雄
雉
、
赤
銅
金
色

絵
、
銘
稚
松
軒
友
茂
（
花
押
）

　
柄
前
に
描
か
れ
た
「
冠
扇
」
に
散
る
桜

の
吹
雪
、
桜
の
樹
に
繋
が
れ
た
目
貫
の

「
馬
」、竹
林
の
中
に
現
れ
る
「
雉
の
雌
雄
」、

嵐
山
を
表
す
名
勝
の
「
松
」、
こ
れ
ら
全

体
で
表
現
さ
れ
た
「
在
原
業
平
」
の
留
守

模
様
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
拵
は
黒
茶
を
基
調
に
夕
刻
を
表
し

な
が
ら
、
薄
光
の
中
に
現
れ
る
竹
林
の
鞘

の
だ
ま
し
絵
を
中
心
に
、
柄
前
の
鮫
は
黒

く
、革
の
柄
巻
、下
緒
革
に
は
桜
の
散
る
様

が
染
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
は
拵
全
体
で
嵐

山
を
表
現
し
、在
原
業
平
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　
風
雅
に
作
ら
れ
た
拵
も
片
手
打
ち
目
釘

が
指
裏
か
ら
設
え
ら
れ
、
武
用
も
十
分
に

考
慮
さ
れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
主
人
公
の
業

平
は
鐔
に
表
現
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
小
道
具
の
視
覚
画
題
に
満
足
し
、
在
銘

の
是
非
に
一
喜
一
憂
し
、
そ
の
一
部
分
を

抜
き
取
り
拵
を
破
壊
す
る
。
十
分
に
考
え

ら
れ
た
拵
の
本
来
の
姿
を
再
生
す
る
に

は
、
膨
大
な
時
間
と
費
用
と
知
識
を
要
す

る
。
諸
々
の
破
壊
に
よ
り
身
近
に
は
、
精

確
な
拵
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
。

　
せ
っ
か
く
の
「
竹
の
だ
ま
し
絵
」
の
主

人
公
で
あ
る
「
在
原
業
平
」
は
今
ど
こ
に

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
が
出
会
っ
た
珍
品･

逸
品

野
田
一
郎

竹
の
だ
ま
し
絵
の

ア
イ
デ
ア
と
テ
ク
ニ
ッ
ク

　
人
気
漫
画
「
鬼き

滅め
つ

の
刃

や
い
ば

」
の
主
人
公
、

竈か
ま

門ど

炭た
ん

治じ

郎ろ
う

が
持
つ
黒
い
刀
「
日
輪
刀
」

に
似
て
い
る
と
話
題
の
日
本
刀
が
「
奥
出

雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
」
で
展
示
さ
れ
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

　
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る

企
画
展
「
奥
出
雲
た
た
ら
展
二
〇
二
〇
」

で
会
場
中
央
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
が

「
月
下
の
笹
」
と
名
付
け
ら
れ
た
黒
い
刀
。

富
山
県
の
刀
匠
、
高
田
欣
和
さ
ん
が
製
作

し
た
。

　
刀
身
は
九
三
セ
ン
チ
。
反
り
は
浅
く
、

特
殊
加
工
技
術
で
黒
く
染
め
ら
れ
て
い

る
。
黒
染
め
に
は
腐
食
や
錆
か
ら
金
属
を

守
る
作
用
も
あ
る
と
い
う
。

　
同
館
の
あ
る
奥
出
雲
町
は
世
界
で
唯
一

の
た
た
ら
製
鉄
「
日
刀
保
た
た
ら
」
が
操

業
し
て
い
る
地
だ
。
町
で
は
、
た
た
ら
製

鉄
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成
三
十
年

度
に
「
奥
出
雲
た
た
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
を
立

上
げ
、認
証
制
度
を
創
設
し
、玉
鋼
を
使
っ

た
新
た
な
製
品
や
商
品
を
ブ
ラ
ン
ド
認
証

し
て
い
る
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
月
下
の
笹
の
ほ

か
、
玉
鋼
を
使
用
し
た
小
刀
や
メ
ガ
ネ
フ

レ
ー
ム
、
製
錬
す
る
際
の
鉄
滓
で
作
っ
た

ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
も
展
示
。
ま
た
、
奥
出

雲
で
は
原
料
と
な
る
砂
鉄
を
取
る
た
め
に

切
り
崩
さ
れ
た
山
を
棚
田
に
し
て
米
や
そ

ば
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
た
ら

製
鉄
が
も
た
ら
す
循
環
型
農
業
も
紹
介
し

て
い
る
。

■
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
＝
〒
６
９
９-

１
８
３
２
島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
横

田
一
三
八
〇-
一

　
☎
〇
八
五
四-

五
二-

二
七
七
〇

　https://okuizumo.org/jp/
guide/detail/208/

「
奥
出
雲
た
た
ら
ブ
ラ
ン
ド
」に
注
目
！

　
八
月
二
十
四
日
、
宮
島
宏
氏
永
眠
。

　
お
通
夜
と
お
葬
式
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
一
般
の
方
の
会
葬
は
ご
遠
慮
い
た
だ

き
、
町
屋
斎
場
に
て
ご
親
族
の
皆
さ
ま
方

だ
け
で
お
見
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
宮
島
宏
さ
ん
と
は
、
私
が
故
宮
島
市
郎

師
匠
の
元
へ
弟
子
入
り
し
た
時
か
ら
の
ご

縁
で
、
形
の
上
で
は
兄
弟
弟
子
に
な
り
ま

す
。
私
の
入
門
の
直
前
に
独
立
さ
れ
た
た

め
、一
緒
に
机
を
並
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
常
に
一
番
の
目
標
で
し
た
。

　
宮
島
さ
ん
を
語
る
上
で
凄
い
人
だ
な
と

思
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
白
銀
師
の
仕
事
と
言
え
ば
、
鎺
製
作
の

ほ
か
に
は
金
具
な
ど
の
下
地
作
り
が
主
な

仕
事
で
し
た
が
、
宮
島
さ
ん
は
彫
金
ま
で

手
掛
け
、
日
刀
保
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
鎺

の
部
に
二
重
上
貝
家
紋
入
り
金
着
せ
鎺
を

出
品
し
、
特
賞
を
受
賞
す
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
当
時
、
鎺
の
部
で
特
賞
は

皆
無
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
彫
金
に
磨
き
を
か
け
、
春
日

大
社
若
宮
御
料
古
神
宝
毛
抜
形
太
刀
復

元
事
業
に
て
、
金
具
製
作
と
彫
金
に
関

わ
り
ま
し
た
。
白
銀
彫
金
師
と
し
て
一

番
脂
が
乘
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
宮
島
さ
ん
は
刀
文
協
の
活
動
や
刀
職

者
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
主
催
す
る
研

修
会
講
師
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
な

ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
暮
れ

の
刀
文
協
創
立
十
周
年
記
念
式
典
で

は
、
専
務
理
事
と
し
て
来
賓
の
方
々
を

ご
案
内
し
て
い
た
元
気
な
姿
を
ま
ざ
ま

ざ
と
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　
お
酒
が
好
き
だ
っ
た
宮
島
さ
ん
で
す

か
ら
、
今
ご
ろ
は
先
に
逝
っ
た
先
輩
方

と
楽
し
く
や
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。（
白
銀
師
・
公
益
財
団
法

人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
常
任
理
事
）

宮
島
宏
先
輩
を
偲
ん
で

宮
下
武

黒い刀「月下の笹」が話題を呼んでいる

刀文協会長・柳井俊二氏（右）と談笑する
在りし日の宮島宏さん
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十
月
十
八
日
、
東
京
都
台
東
区
浅
草

の
浅
草
神
社
に
お
い
て
、
新
た
な
社
宝

と
な
る
「
継
嗣
の
剣
」
の
お
披
露
目
と

奉
納
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

　
浅
草
神
社
で
は
令
和
元
年
、
宮
司
に

就
任
し
た
土
師
幸
子
宮
司
の
「
後
世
に

残
る
宝
物
を
神
社
に
奉
納
し
た
い
」
と

の
発
案
を
受
け
、
若
手
職
方
ら
で
構
成

す
る
日
本
刀
文
化
啓
発
団
体
「
鉄
芸
」

に
そ
の
製
作
を
依
頼
し
て
い
た
。

　
神
社
の
宝
物
と
い
う
こ
と
で
作
品
が

剣
に
決
ま
る
と
、
以
来
、
浅
草
神
社
境

内
に
炉
を
築
い
て
玉
鋼
を
大
槌
で
打
つ

「
打
ち
初
め
式
」
や
、
宮
司
・
氏
子
の
皆

さ
ん
が
作
品
に
砥
石
を
当
て
る
「
研
ぎ

初
め
式
」
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
延
期
と
な

り
、
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
三
社
祭
が
催
さ

れ
る
こ
の
日
の
朝
、
御お

み
た
ま

神
霊

移
御
の
前
に
奉
納
の
儀
式
が

行
わ
れ
、
精
魂
込
め
て
製
作
さ
れ
た
剣

は
土
師
宮
司
の
手
に
よ
り
無
事
、
本
殿

に
納
め
ら
れ
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た

鉄
芸
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。

鍛
錬
／
上
畠
宗
泰

火
造
り
／
山
下
義
高

焼
入
れ
／
石
田
國
壽

荒
砥
～
改
正
砥
／
松
村
壮
太
郎

名
倉
砥
～
内
曇
砥
／
表･

小
川
和
比
古
、

裏･

藤
代
龍
哉

刃
艶
～
刃
取
り
／
表･

水
田
吉
政
、
裏･

森
井
鐵
太
郎

白
鞘
／
森
井
敦
央

鎺
／
中
田
晃
司

監
修
／
飯
田
慶
雄

浅
草
神
社
に
新
た
な
社
宝

「
継
嗣
の
剣
」が
奉
納
さ
れ
る

　
自
然
災
害
に
よ
る
文
化
財
の
被
害
が

相
次
い
で
い
る
中
、
熊
本
県
人
吉
市
の

国
宝
・
青
井
阿
蘇
神
社
の
所
蔵
す
る
刀

剣
七
十
七
振
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
よ
み
が
え
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
去
る
七
月
四
日
の
豪
雨
で
浸

水
し
、
保
管
し
て
い
た
刀
剣
の
ほ
か
、

装
束
や
神み

こ
し輿

、
古
文
書
な
ど
の
貴
重
な

伝
世
品
も
水
没
し
た
。

　
被
災
か
ら
二
日
後
、
収
納
し
て
い
た

タ
ン
ス
を
壊
し
て
刀
剣
を
取
り
出
す

と
、
大
半
が
既
に
さ
び
始
め
て
い
た
と

い
う
。
こ
れ
ら
は
御
神
刀
の
高
井
越
前

守
源
信
吉
の
ほ
か
、
豊
後
国
行
平
・
長

曽
袮
興
正
な
ど
当
地
相
良
藩
の
藩
士
ら

か
ら
の
奉
納
刀
で
あ
る
。

　
神
社
の
復
旧
と
再
建
も
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
費
用
も
人
手
も
足
り
な
い

中
で
、
関
係
者
の
一
人
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
支
援
を

提
案
。
す
る
と
、
立
ち
上
げ
た
八
月
十

三
日
の
開
始
わ
ず
か
一
時
間
半
後
、
当

初
目
標
額
の
五
百
万
円
を
突
破
し
た
。

　
募
集
は
九
月
十
五
日
に
終
了
し
、
集

計
に
よ
れ
ば
三
二
六
一
人
か
ら
三
五
〇

〇
万
円
余
り
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
て
の
刀
剣
を
元
の

状
態
に
修
復
す
る
作
業
は
、
地
元
の
職

方
を
中
心
に
し
て
既
に
始
ま
っ
て
い

る
。

蘇
れ
！
77
振
の
御
神
刀
･
奉
納
刀

被災から2日後に取り出された77振の刀剣
（提供／青井阿蘇神社）土師宮司（中央）と製作に携わった鉄芸の皆さん

奉納前に清められた宝剣

　
今
日
の
俺
の
行
き
先
は
…
と
そ
の
前

に
お
知
ら
せ
。
今
回
が
最
終
回
。
い
き

な
り
で
恐
縮
だ
が
、
俺
も
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ば
か
り
し
て
い
た
ら
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
の
首
が
締
ま
っ

て
き
た
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
健
脚
商
売
ど

こ
ろ
か
、
文
字
通
り
の
自
転
車
操
業
に

な
り
か
ね
ん
。

　
行
き
先
は
自
宅
か
ら
す
ぐ
近
く
の
目

黒
区
洗
足
。
先
輩
の
伊
藤
温
氏
を
訪
ね

る
。
こ
の
道
四
十
数
年
の
ベ
テ
ラ
ン
だ

が
、
六
年
間
の
勤
め
人
経
験
が
あ
る
と

い
う
の
は
驚
き
。
実
は
父
親
同
士
が
友

人
で
も
あ
り
、
氏
に
は
学
生
時
代
か
ら

見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
伊
藤
先
輩
、
俺
の
行
き
つ
け
の
目
黒

の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
自
転
車
店
で
、
か
な

り
凝
っ
た
一
台
を
三
年
前
に
注
文
し

た
。
店
主
が
頭
を
抱
え
た
そ
の
注
文
内

容
と
は
、
部
品
類
か
ら
中
国
製
品
を
取

り
除
く
こ
と
。
以
前
、
理
事
長
が
「
風

向
計
」
に
も
記
し
た
が
、
良
品
至
上
主

義
が
中
国
製
品
の
コ
ス
ト
に
圧
迫
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
半
導
体
や
家
電
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
自
転
車
も
だ
。

　
大
宮
編
で
語
っ
た
火
縄
銃
か
ら
転
身

し
、
ス
イ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
メ
ヒ

ラ
ー
選
手
を
擁
し
た
出
来
自
転
車
も
今

は
な
い
。
先
輩
の
真
似
を
し
て
俺
も
同

店
に
、
す
べ
て
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
で
実
用
車
を
作
っ
て
く
れ
、
と
注

文
し
た
。
そ
の
結
果
、
納
期
は
な
ん
と

九
カ
月
後
。
今
日
は
そ
の
二
台
で
初
め

て
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
だ
。

　
サ
レ
ジ
オ
教
会
ま
で
氏
の
先
導
で
行

く
。
氏
の
愛
車
は
、
前
キ
ャ
リ
ア
に
フ

ラ
ン
ス
パ
ン
で
も
置
け
ば
ま
る
で
ビ
ス

ト
ロ
の
買
い
出
し
み
た
い
に
お
洒
落
。

教
会
付
属
幼
稚
園
の
園
児
の
母
親
か
ら

も
、
乗
り
手
で
な
く
車
両
が
視
線
を
浴

び
る
。

　
教
会
の
前
で
語
っ
て
く
れ
た
氏
の
人

生
観
。
ど
う
し
て
も
一
文
字
の
よ
う
な

古
名
刀
が
好
き
で
、
そ
こ
に
回
帰
点
を

置
い
て
し
ま
う
と
語
る
。
し
く
じ
っ
た

仕
入
れ
も
考
え
込
ま
ず
さ
っ
さ
と
売

る
、
こ
れ
が
氏
の
モ
ッ
ト
ー
。
そ
し
て

不
景
気
に
あ
え
ぐ
俺
に
、
氏
が
毎
度

送
っ
て
く
れ
る
エ
ー
ル
は
「
今
ま
で
何

と
か
や
っ
て
き
た
じ
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
何
と
か
な
る
っ
て
」
だ
。

　
イ
ー
グ
ル
ス
の
「
テ
イ
ク
・
イ
ッ
ト
・

イ
ー
ジ
ー
」
や
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
レ
ッ

ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」と
同
じ
だ
な
。か
っ

こ
い
い
よ
、
先
輩
。
そ
う
言
え
ば
氏
が

新
聞
に
出
し
た
買
取
企
画
会
の
広
告
の

片
隅
、
四
人
の
鑑
定
士
の
顔
写

真
を
２
×
２
で
並
べ
た
デ
ザ
イ

ン
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
あ
の
ア
ル

バ
ム
み
た
い
！

　
レ
ー
ス
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
も

い
い
が
、
こ
う
い
う
実
用
車
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
風
景
の
中
の

再
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
俺

は
先
輩
の
言
葉
に
背
を
押
さ

れ
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
走
る
。

　
三
十
回
も
の
連
載
に
際
し
取

材
を
受
け
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、

汗
を
か
い
た
俺
を
職
場
や
家
に

招
き
入
れ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
を

今
、感
謝
と
と
も
に
思
い
出
す
。

そ
し
て
『
刀
剣
界
』
編
集
委
員
会
、
よ

く
こ
の
お
粗
末
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
目
を

つ
ぶ
り
続
け
て
く
れ
ま
し
た
‼
「
新
聞

が
届
く
と
君
の
コ
ラ
ム
を
一
番
先
に
読

む
」
と
言
っ
て
く
れ
た
少
数
の
組
合
員

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
と
言
っ
て
も
、
ま
だ
自
転
車
生
活
を

や
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
不
思
議

な
世
界
の
扉
を
開
け
た
と
き
、
自
転
車

に
ま
た
が
っ
た
「
俺
」
が
現
れ
る
の
は

あ
な
た
の
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
タ
モ

リ
調
）。

（
綱
取
譲
一
）
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刀
剣
を
愛
す
る
こ
と
は
日
本
の
古
物

保
存
の
趣
意
に
も
適
う
て
、
ま
た
審
美

上
か
ら
論
じ
て
も
余
程
の
意
味
が
あ

る
。
実
に
日
本
刀
と
い
う
も
の
は
そ
の

焼
刃
の
匂
を
見
る
と
精
神
を
爽
快
な
ら

し
む
る
所
が
あ
る
。
日
本
の
美
術
絵
画

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
千
年
以
上

経
っ
た
も
の
で
今
日
現
存
し
て
お
っ
て

実
用
を
な
す
も
の
は
刀
剣
の
外
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
伯
耆
安
綱
な

ど
は
千

マ

マ

三
百
年
に
も
な
る
。
行
平
の
よ

う
な
古
備
前
物
で
も
三マ

マ
百
年
以
上
に
な

り
ま
す
か
ら
な
。

　
私
は
熊
本
に
在
任
中
い
ろ
い
ろ
刀
も

見
ま
し
た
が
、
熊
本
に
は
正
宗
は
一
本

も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
い
や
、
熊
本
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
ど
う
も
正
宗
と
い

う
も
の
は
真ほ

ん

物も
の

は
多
く
な
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
で
普
通
、
刀
剣
を
愛
す
る
人

と
言
え
ば
必
ず
正
宗
、
貞
宗
を
賞
揚
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
ど
う
も
正
宗

に
は
信
を
置
け
な
い
。志
津
一
派
や
郷
、

則
重
な
ど
に
な
る
と
、
や
や
も
す
れ
ば

正
宗
に
化
け
や
す
い
か
ら
な
か
な
か
油

断
は
な
ら
ぬ
。

　
私
の
考
え
で
は
な
る
ほ
ど
正
宗
と
い

う
人
は
有
っ
た
人
に
違
い
な
か
ろ
う

が
、
ど
う
も
そ
れ
ほ
ど
実
際
の
鍛
錬
は

な
い
人
と
思
う
。

　
つ
ま
り
一
文
字
か
ら
長
船
と
な
っ
て

か
ら
、
正
宗
は
時
好
に
投
じ
、
ま
た
時

弊
を
矯た

め
て
子
弟
を
教
育
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
な
か
な
か
そ
の
門
下
生
の
養

成
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
は
力
の
あ
っ

た
も
の
だ
が
、
実
際
の
刀
を
鍛う

つ
と
い

う
こ
と
は
左
程
で
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
そ
の
証
拠
に
は
、
徳
川
幕
府
の
こ
ろ

将
軍
よ
り
諸
侯
に
賜
る
刀
剣
の
中
に
正

宗
在
銘
の
も
の
は
一
本
も
な
い
と
言
っ

て
良
い
く
ら
い
で
あ
る
。
世
に
所い

わ

謂ゆ
る

正

宗
と
称
し
て
動
い
て
お
る
も
の
は
多
く

折
紙
で
動
い
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
折
紙
も
寛
永
よ
り
元
禄
、
享

保
こ
ろ
ま
で
の
本
阿
弥
の
折
紙
な
ら
よ

ろ
し
い
が
、
そ
の
外
の
折
紙
で
は
あ
ま

り
感
心
し
ま
せ
ぬ
。
ま
た
、
啻た

だ

に
正
宗

十
哲
と
称
し
ま
し
て
も
広
正
ぐ
ら
い
ま

で
は
鑑
識
も
届
き
ま
す
が
、
秋
広
以
上

と
な
っ
て
は
な
か
な
か
危
う
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
私
は
、
ど
う
か
今
日
の
刀
匠

家
を
し
て
永
く
そ
の
業
を
保
た
し
め
て

そ
の
跡
を
絶
た
し
め
ぬ
よ
う
に
す
る
の

は
、
我
々
の
道
楽
仕
事
で
な
く
、
国
民

の
義
務
と
言
っ
て
も
よ
ろ
し
か
ろ
う
と

思
う
く
ら
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

た
だ
刀
匠
家
を
存そ

ん

置ち

し
よ
う
と
言
っ
て

も
、
業
に
な
ら
な
け
れ
ば
生
活
が
で
き

ま
せ
ぬ
か
ら
、
日
本
の
朝
野
と
も
に
上

流
の
人
は
外
国
へ
の
贈
り
物
に
は
年
月

日
在
銘
の
刀
を
太
刀
拵
に
し
て
贈
っ
た

な
ら
ば
、
非
常
に
外
国
人
も
喜
び
ま

し
ょ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昔
は
武
士
の
戦
功
あ
る
者
に
そ
の
君

か
ら
賜
る
も
の
は
感
状
と
か
器
物
と
か

い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
与
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
与
う
る
に
名
刀
を
も
っ
て
す
れ

ば
受
く
る
者
は
身
命
城
郭
に
も
換
え
て

珍
重
し
た
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
文
明
の
今
日
の
世
で
も
、

こ
う
い
う
風
に
外
国
と
の
交
際
も
進
ん

で
き
た
上
は
、
外
国
へ
贈
り
物
は
二
百

円
も
三
百
円
も
掛
け
て
太
刀
拵
に
し
て

贈
っ
た
な
ら
誠
に
彼
我
の
幸
い
で
、
古

物
保
存
上
結
構
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
で
す
。

　
大
臣
以
上
で
は
伊
藤
侯こ

う

も
好
き
で
、

よ
く
今
村
（
長
賀
）
な
ど
に
鑑み

て
く
れ

と
言
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
松
方
伯は

く

や

岩
崎
男だ

ん

な
ど
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
る

よ
う
で
す
が
、
ま
あ
眼
の
鑑き

く
人
は
田

中
宮
相
で
す
。
玄
人
で
は
今
村
、別
役
、

大
沼
、
益
満
な
ど
と
い
う
人
で
す
。

　
私
は
平
十
郎
の
養
子
の
本
阿
弥
成
善

に
研
ぎ
や
手
入
れ
を
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
私
の
愛
玩
し
て
お
る
も
の
と
い
う

て
も
別
に
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
ま
ず
た
だ

今
所
有
し
て
お
る
刀
剣
の
中
で
主
な
る

も
の
は
、
古
備
前
友
成
、
同
正
恒
、
備

前
一
文
字
宗
吉
、
同
信
房
、
備
中
古
青

江
康
次
、
来
国
行
、
相
州
行
光
、
短
刀

に
て
は
相
州
新
藤
五
国
光
、
築
州
左
、

備
前
倫
光
、
同
兼
光
、
行
光
ぐ
ら
い
の

も
の
で
す
。

〈
了
〉

明
治
の
一
愛
刀
家
の
独
白〈
後
編
〉

松
平
正
直
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
し
ば
ら
く
お
休
み

に
な
っ
て
い
た
某
社
主
催
の
鑑
定
・
買
取

ツ
ア
ー
も
再
開
さ
れ
、
八
月
第
一
週
の
山

形
県
酒
田
市
・
山
形
市
・
米
沢
市
を
巡
る
旅

に
小
生
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
酒
田
市
で
す
。
前
日
早
め
に
到

着
し
、
市
内
観
光
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
本
間
美
術
館
で
す
。
本
間
家
が

大
名
か
ら
拝
領
し
た
品
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
こ
の
時
は
扇
子
や
文
書
ば
か

り
が
出
品
さ
れ
て
い
た
の
で
、
小
生
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
続
い
て
、
隣
接
す
る
鶴か

く

舞ぶ

園え
ん

と
い
う
庭

園
と
、
清せ

い

遠え
ん

閣か
く

と
称
さ
れ
る
二
階
建
て
の

銅
板
と
瓦
葺
き
の
お
屋
敷
で
す
。
文
化
十

年
（
一
八
一
三
）
に
本
間
家
四
代
目
当
主

光
直
が
築
造
し
た
そ
う
で
す
。
藩
主
酒
井

侯
が
領
内
巡
視
を
す
る
際
の
休
憩
所
で
、

酒
田
の
迎
賓
館
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
確
か
に
こ
こ
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

　
大
名
庭
園
と
比
べ
る
と
敷
地
は
狭
い
の

で
す
が
、
庭
に
大
き
く
高
低
差
を
取
り
、

清
遠
閣
と
の
調
和
、一
階
の
上
座
敷
、二
回

の
謁
見
の
間
か
ら
の
眺
め
も
良
い
の
で
す
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
後
の
昭

和
天
皇
の
お
宿
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
次
な
る
は
本
間
家
旧
本
邸
で

す
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
三
代
目

当
主
光
丘
が
幕
府
の
巡
検
使
一
行
を
迎
え

る
た
め
の
本
陣
宿
と
し
て
、
藩
主
酒
井
家

に
献
上
し
た
屋
敷
で
す
。

　
武
家
屋
敷
と
商
家
造
り
が
一
体
と
な
っ

た
珍
し
い
構
造
で
、
武
家
屋
敷
は
二
千
石

の
格
式
を
備
え
て
い
ま
し
た
が
、
巡
検
使

一
行
が
江
戸
に
戻
る
と
酒
井
家
か
ら
下
賜

さ
れ
、
商
家
造
り
の
方
で
昭
和
二
十
年
の

春
ま
で
住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　
酒
田
市
で
最
後
に
訪
れ
た
の
は
山さ

ん

居き
よ

倉

庫
。
市
街
の
南
部
、
新
井
田
川
の
河
口
近
く

に
あ
る
庄
内
米
の
貯
蔵
庫
で
、
そ
の
歴
史

は
藩
政
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
現
在

の
建
物
は
明
治
二
十
六
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
大
き
な
土
蔵
造
り
十
二
棟
が
並

び
、
背
後
を
囲
む
ケ
ヤ
キ
の
大
木
は
日
よ

け
、
風
よ
け
の
役
目
を
果
た
し
、
自
然
を
利

用
し
た
低
湿
管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
ド
ラ

マ「
お
し
ん
」の
舞
台
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
庄
内
藩
で
も
政
治
は
鶴
岡
、経
済
は
酒
田

と
い
う
訳
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。酒
田
は

日
本
一
の
大
地
主
本
間
家
の
拠
点
で
し
た
。

　
翌
日
は
山
形
市
へ
。
最も

上が
み

義よ
し

光て
る

記
念
館

は
午
前
九
時
か
ら
や
っ
て
い
る
の
で
、
早

速
訪
れ
て
み
る
。
義
光
の
兜
な
ど
い
ろ
い

ろ
見
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
最
上

義
光
と
い
う
武
将
に
関
心
が
向
く
。
数
多

く
の
合
戦
、
折
衝
、
そ
し
て
裏
切
り
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
て
周
辺
の
豪

族
た
ち
を
、
あ
る
者
は
滅
ぼ
し
、
あ
る
者

は
取
り
込
む
と
い
う
、
こ
の
時
代
に
は
当

然
の
こ
と
と
は
言
え
、
そ
の
す
ご
さ
は
や

は
り
特
筆
に
値
し
ま
す
。

　
ま
た
、
二
女
駒
姫
の
話
は
悲
劇
で
あ
り
、

後
の
義
光
の
行
動
に
も
直
結
し
ま
す
。
文

禄
四
年
（
一
五
九
五
）、
駒
姫
は
東
国
一

の
美
女
と
し
て
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ

れ
を
伝
え
聞
い
た
豊
臣
秀
次
か
ら
所
望
の

意
が
伝
え
ら
れ
た
。
義
光
は
気
が
進
ま
な

か
っ
た
が
、
権
力
者
か
ら
度
々
求
め
ら
れ

た
の
で
断
り
切
れ
ず
、
駒
姫
十
五
の
年
に

京
都
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
秀
吉
は
秀
頼
が
生
ま
れ
る
と
、

そ
れ
ま
で
は
跡
継
ぎ
に
据
え
て
い
た
甥
の

秀
次
が
邪
魔
に
な
り
、
関
白
職
を
取
り
上

げ
て
高
野
山
に
追
放
、
そ
の
あ
げ
く
は
切

腹
を
命
じ
ま
し
た
。
正
室
や
側
室
、
子
供

た
ち
も
斬
首
に
処
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
駒
姫
も
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
共
に
京
に
来
て
い
た
義
光
の
正

室
大
崎
夫
人
は
、
駒
姫
処
刑
の
わ
ず
か
十

四
日
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
駒
姫
を

追
っ
て
自
害
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
豊
臣
家
に
恨
み
を
持
つ
義
光
は
、
関
ヶ

原
の
戦
の
折
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
徳
川

家
に
味
方
し
、
上
杉
景
勝
配
下
の
直
江
山

城
守
兼か

ね

続つ
ぐ

に
攻
め
込
ま
れ
な
が
ら
も
こ
れ

を
撃
退
、
上
杉
方
が
関
東
に
攻
め
入
る
の

を
牽
制
し
ま
し
た
。

　
関
ヶ
原
の
後
、
義
光
は
二
十
四
万
石
か

ら
五
十
七
万
石
に
加
増
さ
れ
ま
し
た
。
出

羽
山
形
藩
最
上
家
の
誕
生
で
す
。
し
か
し

藩
主
と
し
て
の
最
上
家
は
長
く
は
続
か
ず
、

義
光
の
孫
の
義
俊
の
代
、
元
和
八
年
（
一

六
二
二
）
に
改
易
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

出
羽
山
形
藩
は
大
名
が
め
ま
ぐ
る
し
く
入

れ
替
わ
る
の
で
す
が
、
山
形
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
殿
様
と
言
え
ば
、
今
も
「
最
上

の
殿
様
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
三
日
目
は
米
沢
市
に
移
動
し
ま
し
た
。

山
形
市
の
南
五
十
キ
ロ
ほ
ど
の
所
で
す

が
、
米
沢
に
入
る
と
、
緑
深
い
山
の
中
か

ら
急
に
市
街
地
に
な
る
印
象
で
す
。

　
直
江
兼
続
が
最
上
に
攻
め
込
ん
だ
時

は
、
庄
内
地
方
も
秀
吉
に
よ
り
上
杉
家
の

領
地
に
な
っ
て
い
て
、
そ
ち
ら
で
も
戦
が

始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。（
庄
内
地
方
を
酒

井
家
が
治
め
、
酒
田
で
本
間
家
が
繁
栄
す

る
の
は
江
戸
時
代
で
す
）

　
最
上
家
と
上
杉
家
、
そ
し
て
酒
井
家
が

同
じ
山
形
県
に
い
る
の
は
不
思
議
な
話
だ

な
と
、旅
の
終
わ
り
に
小
生
は
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
合
戦
を
書
い
た
の
は
松
永
弘

高
『
奥
羽
関
ヶ
原
』
で
す
が
、
そ
の
本
の

話
は
い
ず
れ
ま
た
。

（
持
田
具
宏
）

戦
国
武
将
た
ち
の

　
　
　
面
影
を
伝
え
る
街
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山
形
県

往時の繁栄が偲ばれる本間家旧本邸

　
ど
な
た
も
「
竹
の
枝
を
丹
念
に
張
り
付

け
ま
し
た
ね
」
と
言
い
ま
す
。

　
黒
漆
の
石
目
地
を
背
景
に
小
指
大
の
竹

の
半
割
を
五
本
張
り
付
け
、
節
の
凹
凸
、

ゴ
マ
の
斑ふ

は
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。
一
部

の
破
損
部
分
を
子
細
に
見
る
と
、
漆
の
粉

を
五
ミ
リ
ほ
ど
盛
り
上
げ
、
凹
凸
は
さ
ら

に
高
く
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
仕
上
げ
は
茶
漆
を
基
調
に
黒
い
ゴ
マ

斑
、
節
の
影
が
描

か
れ
た
超
絶
技
巧

に
、
や
が
て
「
竹

の
だ
ま
し
絵
」
で

あ
る
こ
と
に
気
づ

く
の
で
あ
る
。

　
柴
田
是
真
や
橋

本
市
蔵
が
、
鞘
や

印
籠
に
竹
を
半
割

に
一
ミ
リ
ほ
ど
盛

り
上
げ
て
ゴ
マ
竹

を
表
し
た
作
風
と

は
明
ら
か
に
異
な

る
、
超
高
盛
り
細

密
彫
刻
し
た
ア
イ

デ
ア
と
茶
漆
で
竹
の
表
情
を
付
け
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
、
ま
さ
に
超
絶
技
巧
で
あ
る
。

　
だ
ま
し
絵
の
目
指
す
画
題
は
「
嵐
山
の

竹
林
」
で
あ
る
こ
と
が
、
次
の
小
道
具
の

金
物
で
明
ら
か
に
な
る
。

鞘
／
黒
漆
石
目
地
、
竹
高
彫
色
漆
絵

小
尻
／
朧
銀
地
、
朱
雀
色
絵
、
摺
剝
が
し

縁
頭
／
朧
銀
地
、
冠
扇
に
桜
各
色
絵
、
銘

応
令
兄
可
観
堂
求
古
（
花
押
）

目
貫
／
赤
銅
地
、
馬
金
色
絵

小
柄
／
鉄
石
目
地
＜
雌
雄
雉
、
赤
銅
金
色

絵
、
銘
稚
松
軒
友
茂
（
花
押
）

　
柄
前
に
描
か
れ
た
「
冠
扇
」
に
散
る
桜

の
吹
雪
、
桜
の
樹
に
繋
が
れ
た
目
貫
の

「
馬
」、竹
林
の
中
に
現
れ
る
「
雉
の
雌
雄
」、

嵐
山
を
表
す
名
勝
の
「
松
」、
こ
れ
ら
全

体
で
表
現
さ
れ
た
「
在
原
業
平
」
の
留
守

模
様
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
拵
は
黒
茶
を
基
調
に
夕
刻
を
表
し

な
が
ら
、
薄
光
の
中
に
現
れ
る
竹
林
の
鞘

の
だ
ま
し
絵
を
中
心
に
、
柄
前
の
鮫
は
黒

く
、革
の
柄
巻
、下
緒
革
に
は
桜
の
散
る
様

が
染
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
は
拵
全
体
で
嵐

山
を
表
現
し
、在
原
業
平
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　
風
雅
に
作
ら
れ
た
拵
も
片
手
打
ち
目
釘

が
指
裏
か
ら
設
え
ら
れ
、
武
用
も
十
分
に

考
慮
さ
れ
て
い
る
。お
そ
ら
く
主
人
公
の
業

平
は
鐔
に
表
現
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
小
道
具
の
視
覚
画
題
に
満
足
し
、
在
銘

の
是
非
に
一
喜
一
憂
し
、
そ
の
一
部
分
を

抜
き
取
り
拵
を
破
壊
す
る
。
十
分
に
考
え

ら
れ
た
拵
の
本
来
の
姿
を
再
生
す
る
に

は
、
膨
大
な
時
間
と
費
用
と
知
識
を
要
す

る
。
諸
々
の
破
壊
に
よ
り
身
近
に
は
、
精

確
な
拵
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
。

　
せ
っ
か
く
の
「
竹
の
だ
ま
し
絵
」
の
主

人
公
で
あ
る
「
在
原
業
平
」
は
今
ど
こ
に

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
が
出
会
っ
た
珍
品･

逸
品

野
田
一
郎

竹
の
だ
ま
し
絵
の

ア
イ
デ
ア
と
テ
ク
ニ
ッ
ク

　
人
気
漫
画
「
鬼き

滅め
つ

の
刃

や
い
ば

」
の
主
人
公
、

竈か
ま

門ど

炭た
ん

治じ

郎ろ
う

が
持
つ
黒
い
刀
「
日
輪
刀
」

に
似
て
い
る
と
話
題
の
日
本
刀
が
「
奥
出

雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
」
で
展
示
さ
れ
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

　
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る

企
画
展
「
奥
出
雲
た
た
ら
展
二
〇
二
〇
」

で
会
場
中
央
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
が

「
月
下
の
笹
」
と
名
付
け
ら
れ
た
黒
い
刀
。

富
山
県
の
刀
匠
、
高
田
欣
和
さ
ん
が
製
作

し
た
。

　
刀
身
は
九
三
セ
ン
チ
。
反
り
は
浅
く
、

特
殊
加
工
技
術
で
黒
く
染
め
ら
れ
て
い

る
。
黒
染
め
に
は
腐
食
や
錆
か
ら
金
属
を

守
る
作
用
も
あ
る
と
い
う
。

　
同
館
の
あ
る
奥
出
雲
町
は
世
界
で
唯
一

の
た
た
ら
製
鉄
「
日
刀
保
た
た
ら
」
が
操

業
し
て
い
る
地
だ
。
町
で
は
、
た
た
ら
製

鉄
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成
三
十
年

度
に
「
奥
出
雲
た
た
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
を
立

上
げ
、認
証
制
度
を
創
設
し
、玉
鋼
を
使
っ

た
新
た
な
製
品
や
商
品
を
ブ
ラ
ン
ド
認
証

し
て
い
る
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
月
下
の
笹
の
ほ

か
、
玉
鋼
を
使
用
し
た
小
刀
や
メ
ガ
ネ
フ

レ
ー
ム
、
製
錬
す
る
際
の
鉄
滓
で
作
っ
た

ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
も
展
示
。
ま
た
、
奥
出

雲
で
は
原
料
と
な
る
砂
鉄
を
取
る
た
め
に

切
り
崩
さ
れ
た
山
を
棚
田
に
し
て
米
や
そ

ば
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
た
た
ら

製
鉄
が
も
た
ら
す
循
環
型
農
業
も
紹
介
し

て
い
る
。

■
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
＝
〒
６
９
９-

１
８
３
２
島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
横

田
一
三
八
〇-

一
　
☎
〇
八
五
四-

五
二-

二
七
七
〇

　https://okuizumo.org/jp/
guide/detail/208/

「
奥
出
雲
た
た
ら
ブ
ラ
ン
ド
」に
注
目
！

　
八
月
二
十
四
日
、
宮
島
宏
氏
永
眠
。

　
お
通
夜
と
お
葬
式
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
一
般
の
方
の
会
葬
は
ご
遠
慮
い
た
だ

き
、
町
屋
斎
場
に
て
ご
親
族
の
皆
さ
ま
方

だ
け
で
お
見
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
宮
島
宏
さ
ん
と
は
、
私
が
故
宮
島
市
郎

師
匠
の
元
へ
弟
子
入
り
し
た
時
か
ら
の
ご

縁
で
、
形
の
上
で
は
兄
弟
弟
子
に
な
り
ま

す
。
私
の
入
門
の
直
前
に
独
立
さ
れ
た
た

め
、一
緒
に
机
を
並
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
常
に
一
番
の
目
標
で
し
た
。

　
宮
島
さ
ん
を
語
る
上
で
凄
い
人
だ
な
と

思
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
白
銀
師
の
仕
事
と
言
え
ば
、
鎺
製
作
の

ほ
か
に
は
金
具
な
ど
の
下
地
作
り
が
主
な

仕
事
で
し
た
が
、
宮
島
さ
ん
は
彫
金
ま
で

手
掛
け
、
日
刀
保
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
鎺

の
部
に
二
重
上
貝
家
紋
入
り
金
着
せ
鎺
を

出
品
し
、
特
賞
を
受
賞
す
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
当
時
、
鎺
の
部
で
特
賞
は

皆
無
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
彫
金
に
磨
き
を
か
け
、
春
日

大
社
若
宮
御
料
古
神
宝
毛
抜
形
太
刀
復

元
事
業
に
て
、
金
具
製
作
と
彫
金
に
関

わ
り
ま
し
た
。
白
銀
彫
金
師
と
し
て
一

番
脂
が
乘
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
宮
島
さ
ん
は
刀
文
協
の
活
動
や
刀
職

者
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
主
催
す
る
研

修
会
講
師
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
な

ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
暮
れ

の
刀
文
協
創
立
十
周
年
記
念
式
典
で

は
、
専
務
理
事
と
し
て
来
賓
の
方
々
を

ご
案
内
し
て
い
た
元
気
な
姿
を
ま
ざ
ま

ざ
と
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　
お
酒
が
好
き
だ
っ
た
宮
島
さ
ん
で
す

か
ら
、
今
ご
ろ
は
先
に
逝
っ
た
先
輩
方

と
楽
し
く
や
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。（
白
銀
師
・
公
益
財
団
法

人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
常
任
理
事
）

宮
島
宏
先
輩
を
偲
ん
で

宮
下
武

黒い刀「月下の笹」が話題を呼んでいる

刀文協会長・柳井俊二氏（右）と談笑する
在りし日の宮島宏さん
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催 事 情 報
会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。

　日本刀は、平安時代から現代まで続く約1,200年にわたる長い歴史の中で、
全国各地で製作されてきました。中でも長船地域は、数多くの優れた日本刀
が生み出された名刀の産地として知られます。この産地を支え続けたのが、
日本刀製作を行う職人（刀職）たちです。
　日本刀製作を行う職人というと、「刀鍛冶」が全てを作り上げると想像し
がちですが、「研師」や「白銀師」「金工師」「鞘師」「塗師」など多くの職人
の手で製作されています。作業内容も、刀身研磨をはじめ、鎺の作成、鐔・
目貫など刀装金具の製作、鞘・拵下地の製作、漆塗り、柄製作など多岐にわ
たりますが、これらの作業は、職人が所有している工房で行っていることか
ら、真近にみる機会はなかなかありません。
　今回の展示は、玉鋼から作られる刀身と、鐔や鞘などの刀装具を組み合わ
せることによって出来上がる外装の製作工程にスポットを当て、職人がどの
工程を担当し、どんな作業をしているのかを知っていただきます。併せて、
備前おさふね刀剣の里の活動に協力していただいている職人の紹介ととも
に、職人を目指したきっかけをはじめ、将来の夢や作品作りへの熱意など、
普段語ることのない職人の生の声にも注目してみてください。
会期：10月23日㈮～令和3年3月31日㈬

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　http://www.city.setouchi.lg.jp/token/index.html

日本刀ができるまで─匠たちの共演─

　本年が文化財保護法制定70周年に当たることを記念
して、地元・桑名を中心に三重県ゆかりの刀工を紹介
する展覧会を開催します。
　文化財保護の観点から刀剣を取り上げるのは2つの理
由があります。1つは、刀剣は放置したままでは錆びて
しまうため、誰かが手入れをし続けてきてくれたから
こそ、現在の私たちは数百年前の〈鉄の美〉を堪能することができるという
点です。2つ目は、本質的には武器にもかかわらず、信仰の対象あるいは美
術工芸品として、本来の用途にとどまることなくさまざまな形で受容されて
いる点です。ここに至るには先学の多大な努力と、継承への熱意があったか
らにほかなりません。
　このように、現在に伝わる文化財を、未来に引き継いでいこうとする意識
を育む上でも刀剣は最適の文化財の1つであり、本展を通じて地域への愛着
を育て、文化財保存の重要性を理解していただくことを目的としています。
東西交流の結節点であった三重県には、著名な「村正」をはじめとして多く
の魅力的な刀工が活躍しています。その刀工たちが鍛えた、長い年月を経て
も変わらぬその刀の煌めき―「不滅の刃」を心ゆくまでご鑑賞ください。
会期：10月17日㈯～11月29日㈰

■桑名市博物館
　〒511-0039 三重県桑名市京町37-1　☎0594-21-3171

https://www.city.kuwana.lg.jp/index.cfm/24,0,235,414,html

特別企画展「三重刀剣紀行─甦る村正の煌めき」

　全国から刀剣・刀装具の名品を集めた本展。刀剣は
名物武蔵正宗、村正（有栖川宮熾仁親王所持）、長曽祢
虎徹（号蓬莱山虎徹）など、平安時代末期から幕末ま
での代表的刀剣を展示して日本刀の魅力に迫ります。
　刀装具は重要文化財「林又七 武鑑透二重唐草図鐔」
を再展示するほか、鉄鐔の覇者と尊称される金家、信
家の名品を各12点展示し、すべての刀剣と拵を旧幕時
代に使われていた刀掛に展示するなど、史上初の試み
となります。
　金家、信家の名品が各12点一堂に集まるのは史上初です。

〈主な展示品〉
刀　剣● 古備前正恒（重美）、長船兼光（重美）、来国俊、五郎入道正宗（重

美/武蔵正宗）、相州秋廣（重美）、志津三郎兼氏、長谷部国重、千
子村正（有栖川熾仁親王所用）、孫六兼元、堀川国広（重美）、南紀
重国（重美）、肥前忠吉、長曽祢虎徹（重美）、源清麿、一徳斉助則、
行光・大進房（上杉家伝来）

刀装具● 金家・信家24点（重美4点）、後藤祐乗12点、林又七（重要文化財）、
横谷宗珉、土屋安親、岩本昆寛、石黒政美、一宮長常、大月光興、
荒木東明、松尾月山、海野勝珉

会期：11月7日㈯～令和3年1月24日㈰

■ミュージアム都留
　〒402-0053 山梨県都留市上谷一丁目5-1　☎0554-45-8008

https://www.city.tsuru.yamanashi.jp/soshiki/shougaigakushuu/museum_tsuru/1340.html

崇高なる造形─日本刀 名刀と名作から識る武士の美学─

　中世小山氏の祖である藤原秀郷は、平安時代中期の
武将で、名だたる東国武士をはじめ、多くの氏族の祖
となりました。しかし、秀郷の実像は不明な点が多く、
伝説上の英雄である「俵藤太」としての活躍が広く知
れ渡っているようです。その伝説の舞台を訪ね、秀郷
の実像とその子孫で関東の代表的な武士団である名
族・小山氏の展開、そして大石内蔵助が出自した近江大石氏との関係につい
て紹介し、郷土の歴史への理解を深めたいと考えます。
会期：10月24日㈯～11月29日㈰
講演会「秀郷から小山氏へ」國學院大學栃木短期大學教授　菱沼一憲
　11月1日㈰　13時30分～15時00分
講談「俵藤太の大ムカデ退治」講談師　神田真紅
　11月14日㈯　13時30分～14時30分
講演会「藤原秀郷と平将門の乱」栃木県立博物館主任研究員　山本享史
　11月22日㈰　13時30分～15時00分
　申し込みは電話で。先着順となります。

■小山市立博物館
　〒329-0214 栃木県小山市乙女1-31-7　☎0285-45-5331
　https://www.city.oyama.tochigi.jp/site/hakubutu/

第73回企画展「秀郷伝説異聞」

　藤原清人（文政10年：1827～明治34年：1901）は湯
温海生まれ、本名・斎藤小市郎。嘉永5年（1852）江戸
に出て、「四谷正宗」と称された名工・源清麿に師事した。
後に幕末期の庄内藩お抱えの刀工となり、朝廷に献刀
し、豊前守に任ぜられ活躍した。本展は幕末から明治
初期の作刀をはじめ、師匠・清麿や子・清丸の作刀を
含め約30振を出品予定。また、幕末期に隆盛を極めた
庄内金工による打刀拵なども賛助出品する。
会期：10月31日㈯～11月29日㈰

■致道博物館
　〒997-0036 山形県鶴岡市家中新町10-18　☎0235-22-1199
　https://www.chido.jp/

幕末の刀工 藤原清人

　本企画展の目的は、日本刀文化および関鍛冶の魅力
を多くの若者へ発信することです。展示作品の中に
は、関伝日本刀鍛錬技術保存会の尾川兼國刀匠が製作
した「るろうに剣心-明治剣客浪漫譚-の逆刃刀」や、
二十五・二十六代藤原兼房刀匠が人気イラストレーター
のデザインを再現した日本刀、関市刀剣研磨外装技術
保存会の鞘師森隆浩氏が製作に携わった「バケモノの
子 熊徹の刀・拵」があります。併せて、関鍛冶が製作
に携わった日本刀も含め、計14振を展示します。また、
人気クリエイターたちが描き起こした「未来の日本刀
をテーマにしたイラスト」も同時展示します。
会期：12月4日㈮～令和3年2月1日㈪

■関鍛冶伝承館
　〒501-3857 岐阜県関市南春日町9-1　☎0575-23-3825
　https://www.city.seki.lg.jp/kanko/0000001558.html

市制70周年記念・合併15周年記念企画　二次元VS日本刀展

　今日の遊就館では、戦歿者にまつわる遺書や遺品な
どを主たる展示品として御祭神のご遺徳を顕彰してお
りますが、明治15年開館以来の草創期から先の大戦期
までは軍事博物館としての性格が色濃く、そのほとん
どの展示品が兵器や武具甲冑・刀剣類でありました。
　一方この時期、明治から昭和初期にかけての造刀は、
時代の移り変わりとともに、徐々に変化を余儀なくさ
れたと言われています。こうした状況を改善しようと、
昭和7年には財団法人日本刀鍛錬会が結成され、翌年に
は日本刀の文化保存に縁の深い靖國神社境内に鍛錬場
が建設されました。
　現在、茶室「行雲亭」となっているこの鍛錬場では、鑪製鉄の復興ととも
に、日本古来の鍛錬法により実戦にも耐え得る日本刀が打ち出されたのです。

「靖國刀」として製作された8,100振余の日本刀は、御下賜刀や靖國神社の宝
剣あるいは将校の軍刀として頒布されました。
　古来より美しさと神秘性を秘めた日本刀は、神の依り代として、また神宝
として神社に納められてきました。当神社におきましても創建以来、数多く
の宝剣や軍刀、さらにはいわゆる名刀等を所蔵してまいりました。この度の
特別展では、通常は展示空間の制約からご覧いただけないこうした刀剣類を
広く公開します。
　国内外の多くの人々に日本文化の粋を集めた造形に触れていただくととも
に、所蔵刀に込められた大和魂と伝統文化への関心がさらに高まることを期
待して、本特別展を開催します。
会期：【前期】令和2年3月14日㈯～令和3年12月23日
　　　【後期】令和3年3月16日㈯～令和3年12月15日㈰

■靖國神社遊就館
　〒102-8246 東京都千代田区九段北3-1-1　☎03-3261-8326（代表）
　https://www.yasukuni.or.jp/yusyukan/news_detail.html?id=269

特別展「靖國神社と刀剣─所蔵刀にみる大和魂─」

印刷／株式会社キタジマ

　合金鉄（フェロアロイ）の生産を手掛ける実業家で
あった佐野隆一（1889-1977）が美術品のコレクション
を始めたきっかけは、徳川将軍家に伝来していた刀剣
を入手したことでした。鉄から作られた刀剣に興味を
持ち、日本刀の全体像を理解しようと収集を始めまし
た。次第にその興味は他のジャンルの美術品にも及び、
三島ゆかりの白
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をはじめとする書画、中国・朝
鮮の陶磁器や金銅仏など東洋美術を中心とする佐野美
術館コレクションの礎が築かれました。
　本展では当館の刀剣コレクションを中心に、皆さま
にぜひご覧いただきたい約60件をご紹介します。
会期：10月31日㈯～12月20日㈰

■佐野美術館
　〒411-0838 静岡県三島市中田町1-43　☎055-975-7278
　https://www.sanobi.or.jp/

はじまりのはなし─佐野美術館の名刀コレクションを中心に─
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